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本
稿
は
前
稿
「『
太
平
広
記
』
訳
注　

―
巻
四
百
二
十
三
「
龍
」
六
―
」

（『
国
語
国
文
学
研
究
』
第
五
十
三
号
二
〇
二
二
年
）
に
続
き
、『
太
平

広
記
』
の
巻
四
百
二
十
四
に
収
め
ら
れ
た
十
五
話
の
訳
注
で
あ
る
。『
太

平
広
記
』
は
北
宋
の
初
め
に
編
纂
さ
れ
た
小
説
を
集
め
た
類
書
で
あ
る
。

本
書
は
日
本
の
説
話
文
学
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
訳
注
を
行
う
こ
と
は
今
後
の
中
国
文
学
・
日
本
文
学
双
方
の
研
究
に

資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
る
。

　

ま
た
こ
れ
は
平
成
十
七
年
七
月
十
四
日
よ
り
始
ま
っ
た
『
太
平
広
記
』

読
書
会
の
成
果
の
一
部
で
も
あ
る
。
当
読
書
会
は
熊
本
大
学
所
属
の
教
員

を
中
心
に
し
て
、
他
大
学
の
教
員
や
学
生
、
社
会
人
な
ど
、
所
属
の
枠
に

と
ら
わ
れ
ず
広
く
集
ま
っ
た
有
志
に
よ
る
会
で
あ
り
、
今
後
も
『
太
平
広

記
』
を
読
み
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

前
々
号
で
記
し
た
通
り
、
当
研
究
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
世
界

的
大
流
行
を
受
け
て
、
令
和
二
年
一
月
三
十
日
開
催
の
第
二
百
十
三
回
を

も
っ
て
休
会
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
屋
敷
が
個
人
で
作
業

を
継
続
し
て
い
る
。
一
日
も
早
く
教
育
・
研
究
活
動
が
旧
に
復
す
る
こ
と

を
切
に
願
っ
て
い
る
。

　

底
本
、
参
考
文
献
、
及
び
字
体
に
つ
い
て
は
「『
太
平
広
記
』
訳
注　

―
巻
四
百
十
八
「
龍
」
一
（
上
）
―
」（『
国
語
国
文
学
研
究
』
第
四
十
三

号
二
〇
〇
八
年
）
及
び
「『
太
平
広
記
』
訳
注　

―
巻
四
百
二
十
「
龍
」

三
（
下
）
―
」（『
国
語
国
文
学
研
究
』
第
四
十
八
号
二
〇
一
三
年
）
に

記
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
度
新
た
に
発
刊
さ
れ
た
以
下
の
書
も
参
考

文
献
に
加
え
、
適
宜
参
照
す
る
。

○
高
光
・
王
小
克
主
編
『
伝
世
経
典
文
白
対
照
太
平
広
記
』
中
華
書
局

二
〇
二
一
年

　

な
お
作
品
番
号
は
前
稿
の
続
き
と
す
る
。

○
59
「
閻
浮
龍
」

〔
本
文
〕

　

龍
在
閻
浮
提
者
五
十
七
億
。
龍
於
翟
陁
尼
不
降
濁
水
。
西
洲
人
食
濁
則

『
太
平
広
記
』
訳
注

―
―
巻
四
百
二
十
四
「
龍
」
七
―
―

太
平
広
記
読
書
会
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夭
。
單
越
人
惡
冷
風
、
龍
不
發
泠
。
於
弗
姿
提
洲
、
不
作
雷
聲
、
不
起
電

光
。
東
洲
惡
之
也
。

　

其
雷
聲
、
兜
率
天
作
歌
頌
音
、
閻
浮
提
作
海
潮
音
。
其
雨
、
兜
率
天
上

雨
摩
尼
、
獲
世
城
雨
美
膳
。
海
中
注
雨
不
絶
如
連
、
阿
修
羅
中
雨
丘
仗
、

閻
浮
提
中
雨
淸
浮
水
。（
出
『
酉
陽
雜
俎
』）

〔
訓
読
〕

　

竜
の
閻え
む
ぶ
だ
い

浮
提
に
在
る
者
五
十
七
億
。
竜
翟た
く

陁だ

尼に

に
於
い
て
濁
水
を
降

さ
ず
。
西
洲
の
人
濁
を
食
ら
は
ば
則
ち
夭
せ
ば
な
り
。
単た
ん

越お
つ

の
人
冷
風

を
悪に
く

め
ば
、
竜
泠
を
発
せ
ず
。
弗ほ
つ

姿し

提だ
い

洲
に
於
い
て
、
雷
声
を
作な

さ
ず
、

電
光
を
起
こ
さ
ず
。
東
洲
之
を
悪
め
ば
な
り
。

　

其
の
雷
声
は
、
兜と

率そ
つ

天て
ん

歌
頌
の
音
と
作
り
、
閻
浮
提
海
潮
の
音
と
作な

る
。
其
の
雨
は
、
兜
率
天
上
摩ま

尼に

を
雨
ふ
ら
し
、
獲
世
城
美
膳
を
雨
ふ

ら
す
。
海
中
雨
を
注
ぎ
て
絶
え
ざ
る
こ
と
連
な
る
が
如
く
、
阿
修
羅
中 

兵
仗
を
雨
ふ
ら
し
、
閻
浮
提
中
清
浮
水
を
雨
ふ
ら
す
。

〔
語
注
〕

○
閻
浮
提
　Jum

būdvīpa

の
音
写
。
琰
浮
洲
・
閻
浮
提
鞞
波
・
南
贍
部
洲
。

意
訳
し
て
穢
洲
と
い
う
。
仏
教
の
世
界
観
で
は
、
須
弥
山
の
四
方
の
海
中

に
そ
れ
ぞ
れ
一
洲
あ
り
、
こ
れ
を
四
洲
と
い
う
。
閻
浮
提
は
南
に
位
置
す

る
四
洲
の
一
つ
で
、
我
々
人
間
の
住
処
を
い
う
。
ま
た
イ
ン
ド
の
こ
と
と

も
い
う
。
北
魏
・
般
若
流
支
訳
『
正
法
念
処
経
』
巻
十
八
「
畜
生
品
」（
大

正
蔵
七
二
一
）
に
「
知
閻
浮
提
人
不
順
法
行
、
無
量
諸
龍
住
於
衆
流
。
閻

浮
提
人
隨
順
法
行
、
五
十
七
億
龍
住
於
衆
流
。」（
知
る
閻
浮
提
の
人 

法

行
に
順
は
ざ
れ
ば
、
無
量
の
諸
竜
衆
流
に
住と
ど

ま
る
。
閻
浮
提
の
人
法
行

に
随
順
せ
ば
、
五
十
七
億
の
竜 

衆
流
に
住
ま
る
、
と
。）
と
あ
る
。
○
翟

陁
尼
　『
酉
陽
雑
俎
』
は
「
瞿く

だ

に
陁
尼
」
に
作
る
。
瞿
陁
尼
はGodāniya

の
音

写
。
須
弥
山
の
西
方
に
あ
る
大
洲
の
名
で
、
四
洲
の
一
つ
。
北
魏
・
般
若

流
支
訳
『
正
法
念
処
経
』
巻
十
八
「
畜
生
品
」（
大
正
蔵
七
二
一
）
に
「
瞿

陀
尼
界
衆
生
心
軟
、
唯
有
一
惡
。
以
水
濁
因
縁
、
食
之
夭
命
。
順
法
龍
王
、

於
彼
世
界
、
不
雨
濁
水
。
瞿
陀
尼
人
、
食
清
水
故
、
得
無
病
惱
。
以
龍
力

故
。」（
瞿
陀
尼
界
の
衆
生
心
軟や
さ

し
き
も
、
唯
だ
一
の
悪に
く

む
有
り
。
水
濁

の
因
縁
を
以
て
、
之
を
食
ら
は
ば
命
を
夭
す
。
順
法
の
竜
王
、
彼
の
世
界

に
於
い
て
、
濁
水
を
雨
ふ
ら
さ
ず
。
瞿
陀
尼
の
人
、
清
水
を
食
ら
ふ
が
故

に
、
病
悩
無
き
を
得
。
竜
力
を
以
て
の
故
な
り
。）
と
あ
る
。
○
單
越
　

鬱う
つ

単た
ん

越お
つ

の
こ
と
か
。
鬱
単
越
はU

ttara-karu

の
音
写
。
須
弥
山
の
北
方

に
あ
り
、
四
洲
の
内
で
最
大
の
洲
。
北
魏
・
般
若
流
支
訳
『
正
法
念
処
経
』

巻
十
八
「
畜
生
品
」（
大
正
蔵
七
二
一
）
に
「
知
欝
單
越
人
、
若
遇
黒
雲
、

冷
風
所
吹
、
香
花
不
敷
、
既
見
花
合
、
心
懷
憂
惱
、
黒
雲
起
故
。
…
（
中

略
）
…
法
行
龍
王
、
不
以
黒
雲
冷
風
。」（
知
る
鬱
単
越
の
人
、
若
し
黒

雲
に
遇
ひ
、
冷
風
の
吹
く
所
と
な
り
、
香
花
敷
か
ざ
れ
ば
、
既
に
花
の

合
ふ
を
見
る
も
、
心
に
憂
悩
を
懐い
だ

く
は
、
黒
雲
の
起
こ
る
が
故
な
り
。
…

（
中
略
）
…
法
行
の
竜
王
、
黒
雲
冷
風
を
以
て
せ
ず
、
と
。）
と
あ
る
。
○

泠
　
き
よ
ら
か
。
こ
こ
で
は
「
冷
」
に
同
じ
。
○
弗
姿
提
　『
酉
陽
雑
俎
』

は
「
弗ほ
つ

婆ば

提だ
い

」
に
作
る
。
弗
婆
提
はPūrvavideha

の
音
写
。
弗
于
逮
、

東
勝
身
洲
。
須
弥
山
の
東
方
に
あ
る
大
洲
の
名
で
、
四
洲
の
一
つ
。
北

魏
・
般
若
流
支
訳
『
正
法
念
処
経
』
巻
十
八
「
畜
生
品
」（
大
正
蔵
七
二
一
）

に
「
知
弗
婆
提
人
、
若
聞
雷
聲
、
若
見
電
光
、
以
心
軟
故
、
即
得
病
苦
。
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法
行
龍
王
、
於
彼
世
界
、
不
作
雷
音
、
不
放
電
光
、
令
弗
婆
提
人
、
不
遭

病
苦
。
龍
王
力
故
。」（
知
る
弗
婆
提
の
人
、
若
し
雷
声
を
聞
き
、
若
し

電
光
を
見
ば
、
心
の
軟や
さ

し
き
を
以
て
の
故
に
、
即
ち
病
苦
を
得
。
法
行
の

竜
王
、
彼
の
世
界
に
於
い
て
、
雷
音
を
作
さ
ず
、
電
光
を
放
た
ず
、
弗
婆

提
の
人
を
し
て
、
病
苦
に
遭
は
ざ
ら
し
む
。
竜
王
の
力
の
故
な
り
。）
と

あ
る
。
○
兜
率
天
　
梵
語tusita

の
音
訳
で
、
六
欲
天
の
一
つ
。
夜
摩

天
の
上
、
楽
変
化
天
の
下
に
あ
り
、
欲
界
六
天
の
第
四
位
に
位
す
る
天
の

こ
と
。
将
来
仏
と
な
る
べ
き
菩
薩
の
い
る
場
所
と
さ
れ
、
釈
尊
も
こ
こ
で

修
行
し
、
現
在
は
弥
勒
菩
薩
が
こ
こ
で
説
法
し
て
い
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

○
海
潮
音
　
海
の
潮
流
の
音
。
仏
教
で
は
観
世
音
菩
薩
の
説
法
の
声
を
象

徴
す
る
。
ま
た
転
じ
て
僧
の
読
経
の
声
。
唐
・
実
叉
難
陀
訳
『
大
方
広
仏

華
厳
経
』
巻
五
十
一
（
大
正
蔵
二
七
九
）
に
「
復
於
彼
雲
中
、
出
種
種
雷

聲
。
隨
衆
生
心
、
皆
令
歡
喜
。
所
謂
或
如
天
女
歌
詠
音
、
或
如
諸
天
妓
樂

音
、
或
如
龍
女
歌
詠
音
、
或
如
乾
闥
婆
女
歌
詠
音
、
或
如
緊
那
羅
女
歌
詠

音
、
或
如
大
地
震
動
聲
、
或
如
海
水
波
潮
聲
、
或
如
獸
王
哮
吼
聲
、
或
如

好
鳥
鳴
囀
聲
。」（
復
た
彼
の
雲
中
に
於
い
て
、
種
種
の
雷
声
を
出
だ
す
。

衆
生
の
心
に
随
ひ
て
、
皆
歓
喜
せ
し
む
。
所
謂
或
い
は
天
女
の
歌
詠
の

音
の
如
く
、
或
い
は
諸
天
の
妓
楽
の
音
の
如
く
、
或
い
は
竜
女
の
歌
詠
の

音
の
如
く
、
或
い
は
乾
闥
婆
女
の
歌
詠
の
音
の
如
く
、
或
い
は
緊
那
羅
女

の
歌
詠
の
音
の
如
く
、
或
い
は
大
地
の
震
動
の
声
の
如
く
、
或
い
は
海
水

の
波
潮
の
声
の
如
く
、
或
い
は
獣
王
の
哮
吼
の
声
の
如
く
、
或
い
は
好
鳥

の
鳴
囀
の
声
の
如
し
。）
と
あ
る
。
○
摩
尼
　
珠
玉
の
総
称
。m

ani

の
音

写
。
珠
・
宝
・
離
垢
・
如
意
と
漢
訳
す
る
。
唐
・
実
叉
難
陀
訳
『
大
方
広

仏
華
厳
経
』
巻
十
六
（
大
正
蔵
二
七
九
）
に
「
兜
率
天
上
雨
摩
尼
、
具
足

種
種
寶
莊
嚴
。」（
兜
率
天
上
摩
尼
を
雨
ふ
ら
し
、
種
種
の
宝
を
具
足
し

て
荘
厳
な
り
。）
と
あ
る
。
○
獲
世
城
　『
酉
陽
雑
俎
』
は
「
護
世
城
」
に

作
る
。
護
世
四
天
王
の
居
城
か
。
護
世
四
天
王
は
仏
法
の
四
天
王
の
こ
と

で
、
須
弥
山
の
中
腹
に
居
る
と
言
わ
れ
る
持
国
天
・
増
長
天
・
広
目
天
・

多
聞
天
の
こ
と
。
唐
・
実
叉
難
陀
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
十
六
（
大

正
蔵
二
七
九
）
に
「
護
世
城
中
雨
美
膳
、
色
香
味
具
増
長
力
。」（
護
世
城

中
美
膳
を
雨
ふ
ら
し
、
色
香
味
具
長
力
を
増
す
。）
と
あ
る
。
○
海
中

注
雨
不
絶
如
連
　
唐
・
実
叉
難
陀
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
十
六（
大

正
蔵
二
七
九
）
に
「
又
復
於
彼
大
海
中
、
注
雨
不
斷
如
車
軸
。」（
又ま復
た

彼
の
大
海
中
に
於
い
て
、
雨
を
注
ぎ
て
断
え
ざ
る
こ
と
車
軸
の
如
し
。）

と
あ
る
。
○
阿
修
羅
中
雨
丘
仗
　
底
本
と
す
る
中
華
書
局
点
校
本
は
「
阿

修
中
雨
羅
丘
伏
」
に
作
り
、
注
に
「『
酉
陽
雑
俎
』
三
、
阿
修
中
雨
羅
丘

伏
句
作
阿
修
羅
中
雨
兵
仗
。
此
有
倒
訛
。」
と
言
う
。
こ
こ
で
は
中
華
書

局
本
の
注
と
『
酉
陽
雑
俎
』
に
よ
っ
て
改
め
る
。「
阿
修
羅
」
はasura

の

音
写
。
も
と
は
イ
ン
ド
の
神
の
名
で
、
神
々
と
闘
争
し
て
や
ま
ぬ
悪
神
と

さ
れ
る
。
仏
教
で
は
仏
法
を
守
護
す
る
天
竜
八
部
衆
の
一
体
と
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
「
中
」
と
あ
る
の
で
阿
修
羅
自
体
の
こ
と
で
は
な
く
、
阿
修
羅

の
住
ま
う
世
界
の
こ
と
と
考
え
る
。
阿
修
羅
の
住
ま
う
世
界
は
阿
修
羅
道

と
い
い
、
闘
争
の
世
界
と
さ
れ
る
。
六
道
の
一
つ
。
唐
・
実
叉
難
陀
訳
『
大

方
広
仏
華
厳
経
』
巻
十
六
（
大
正
蔵
二
七
九
）
に
「
阿
脩
羅
中
雨
兵
仗
、

摧
伏
一
切
諸
怨
敵
。」（
阿
脩
羅
中
兵
仗
を
雨
ふ
ら
し
、
一
切
の
諸
怨
敵

を
摧
伏
す
。）
と
あ
る
。
○
淸
浮
水
　
『
酉
陽
雑
俎
』
は
「
淸
淨
水
」
に
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作
る
。
唐
・
実
叉
難
陀
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
七
（
大
正
蔵
二
七
八
）

に
「
閻
浮
提
雨
淸
淨
水
、
柔
軟
悅
澤
常
應
時
。」（
閻
浮
提
清
浄
水
を
雨

ふ
ら
し
、
柔
軟
悦
沢
常
に
時
に
応
ず
。）
と
あ
る
。
○
『
酉
陽
雜
俎
』　

晩
唐
の
段
成
式
（
？
～
八
六
三
）
が
編
纂
し
た
小
説
集
。
前
集
二
十
巻
、

続
集
十
巻
よ
り
成
る
。
こ
の
話
は
前
集
巻
三
「
貝
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

〔
訳
文
〕

　

南
の
閻
浮
提
に
住
む
竜
は
五
十
七
億
頭
い
る
。
竜
は
西
の
翟
陁
尼
洲
で

は
濁
っ
た
水
を
降
ら
せ
な
い
。
西
洲
の
人
が
濁
っ
た
も
の
を
食
べ
た
ら
早

死
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
北
の
単
越
洲
の
人
は
冷
た
い
風
を
嫌
う
の
で
、
竜
は

冷
た
い
風
を
吹
か
せ
な
い
。
東
の
弗
姿
提
洲
で
は
雷
鳴
も
電
光
も
起
こ
さ

な
い
。
東
洲
の
人
が
嫌
う
か
ら
で
あ
る
。

　

竜
が
起
こ
す
雷
鳴
は
、
兜
率
天
で
は
徳
を
た
た
え
る
め
で
た
い
歌
と

な
り
、
閻
浮
提
で
は
海
潮
音
と
な
る
。
そ
の
雨
は
兜
率
天
で
は
宝
珠
の
雨

と
な
り
、
四
天
王
の
城
で
は
御
馳
走
の
雨
と
な
る
。
海
で
は
雨
が
繋
が
っ

て
い
る
か
の
よ
う
に
降
り
続
け
、
阿
修
羅
道
で
は
武
器
の
雨
と
な
り
、
閻

浮
提
で
は
清
浮
水
の
雨
と
な
る
。

○
60
「
呉
山
人
」

〔
本
文
〕

　

隴
州
呉
山
縣
、
有
一
人
乘
白
馬
夜
行
。
凡
縣
人
皆
夢
之
、
語
曰
、「
我

欲
移
居
。
暫
假
爾
牛
。」
言
訖
即
過
。
其
夕
、
數
百
家
牛
、
及
明
、
皆
被

體
汗
流
如
水
。

　

於
縣
南
山
曲
出
一
湫
。
方
圓
百
餘
歩
。
里
人
以
此
湫
因
牛
而
遷
。
謂
之

特
牛
湫
也
。（
出
『
獨
異
志
』）

〔
訓
読
〕

　

隴
州
呉
山
県
に
、一
人
の
白
馬
に
乗
り
て
夜
に
行
く
有
り
。
凡
そ
県
人

皆
之
を
夢
み
る
に
、
語
り
て
曰
く
、「
我
居
を
移
さ
ん
と
欲
す
。
暫
く

爾
が
牛
を
仮
ら
ん
」
と
。
言
ひ
訖を

は
り
て
即
ち
過
ぐ
。
其
の
夕
べ
、
数
百

家
の
牛
、
明
に
及
ぶ
ま
で
、
皆
体
を
被お
ほ

ひ
て
汗
流
る
る
こ
と
水
の
如

し
。

　

県
の
南
山
の
曲く
ま

に
於
い
て
一
湫
を
出
だ
す
。
方
円
百
余
歩
。
里
人
以お
も

へ
ら
く
此
の
湫
牛
に
因
り
て
遷
る
と
。
之
を
特
牛
湫
と
謂
ふ
な
り
。

〔
語
注
〕

○
隴
州
　
現
在
の
陝
西
省
宝
鶏
市
隴
県
一
帯
。
○
呉
山
縣
　
現
在
の
陝
西

省
宝
鶏
市
千
陽
県
の
西
南
。
○
湫
　
池
。
水
た
ま
り
。
○
特
牛
湫
　
未
詳
。

「
特
牛
」
は
雄
牛
の
こ
と
。
○
『
獨
異
志
』　
唐
代
に
編
ま
れ
た
志
怪
小

説
集
。
作
者
に
つ
い
て
は
李
伉
、
李
亢
、
李
元
、
李
冗
な
ど
諸
説
あ
る
が
、

李
剣
国
『
唐
五
代
志
怪
伝
奇
叙
録
』（
南
開
大
学
出
版
社
一
九
九
三
年
）

で
は
李
伉
が
正
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。『
新
唐
書
』
巻
五
十
九
「
芸
文
志

三
」
に
よ
る
と
、
も
と
十
巻
で
あ
っ
た
が
、
今
、
三
巻
が
残
る
だ
け
で
あ

る
。
内
容
は
幅
広
く
、
歴
代
の
怪
異
雑
事
か
ら
民
間
伝
説
に
ま
で
及
ん
で

い
る
。
こ
の
話
は
通
行
本
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。

〔
訳
文
〕

　

隴
州
呉
山
県
で
、
県
の
住
人
全
て
が
白
馬
に
乗
っ
て
夜
に
行
く
人
の
夢

を
見
た
。
白
馬
に
乗
っ
た
人
は
「
私
は
引
っ
越
し
し
よ
う
と
思
う
。
つ
い

て
は
お
ま
え
達
の
牛
を
少
々
貸
し
て
も
ら
お
う
。」
と
告
げ
、
言
い
終
わ
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る
と
通
り
過
ぎ
て
い
っ
た
。
そ
の
日
の
夕
べ
、
数
百
軒
の
家
の
牛
が
朝
ま

で
全
身
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
っ
た
。

　

県
の
南
山
の
隈
に
池
が
一
つ
出
現
し
た
。
周
囲
は
百
余
歩
（
一
歩
＝
一
．

五
五
五
ｍ
）
程
で
あ
っ
た
。
里
の
人
々
は
、
こ
の
池
は
牛
に
よ
っ
て
移
動

し
て
き
た
の
だ
と
考
え
、
こ
の
池
を
「
特
牛
湫
」（
雄
牛
の
池
）
と
呼
ん

だ
。

○
61
「
白
將
軍
」

〔
本
文
〕

　

僧
元
可
言
、
近
傳
有
白
將
軍
者
嘗
於
曲
江
洗
馬
、
馬
忽
跳
出
驚
走
。
前

足
有
物
、
色
白
如
衣
帶
、
縈
繞
數
匝
。
遽
令
鮮
之
、
血
流
數
升
。
白
異
之
、

遂
封
紙
帖
中
、
藏
於
衣
箱
。

　

一
日
、
送
客
至
滻
水
、
出
示
諸
客
。
客
曰
、「
盍
以
水
試
之
。」
白
以
劍

劃
地
成
竅
、
置
蟲
於
中
、
沃
盥
其
上
。
少
頃
、
蟲
蠕
而
長
、
竅
中
泉
湧
、

倏
忽
自
盤
若
一
席
。
有
黑
氣
如
香
煙
、
徑
出
檐
外
。
衆
懼
曰
、「
必
龍
也
。」

遂
急
歸
。
未
數
里
、
風
雨
驟
至
、
大
震
數
聲
。（
出
『
酉
陽
雜
俎
』）

〔
訓
読
〕

　

僧
元
可
言
ふ
、
近
伝
に
白
将
軍
な
る
者
有
り
嘗
て
曲
江
に
於
い
て
馬

を
洗
ふ
に
、
馬
忽
ち
跳
ね
出
で
て
驚
走
す
。
前
足
に
物
有
り
、
色
白
く

し
て
衣
帯
の
如
く
、
縈え
い

繞ぜ
う

す
る
こ
と
数
匝さ
ふ

。
遽
か
に
之
を
鮮こ
ろ

さ
し
む
る
に
、

血
流
る
る
こ
と
数
升
。
白
之
を
異
と
し
、
遂
に
紙
帖
中
に
封
じ
、
衣
箱

に
蔵
す
。

　

一
日
、
客
を
送
り
て
滻さ
ん

水す
い

に
至
る
に
、
出
だ
し
て
諸
客
に
示
す
。
客
曰

く
、「
盍な
ん

ぞ
水
を
以
て
之
に
試
さ
ざ
る
」と
。
白
剣
を
以
て
地
を
劃わ
か

ち
て
竅あ
な

と
成
し
、
蟲
を
中
に
置
き
、其
の
上
に
沃よ
く
く
わ
ん盥
す
。
少
頃
に
し
て
、
蟲
蠕ぜ
ん

し
て
長
じ
、
竅
中
に
泉
湧
き
、
倏
忽
と
し
て
自
ら
盤
す
る
こ
と
一
席
の

若
し
。
黒
気
の
香
煙
の
如
き
有
り
、
径た
だ

ち
に
檐
外
に
出
づ
。
衆
懼
れ
て

曰
く
、「
必
ず
竜
な
ら
ん
」
と
。
遂
に
急
ぎ
帰
る
。
未
だ
数
里
な
ら
ず
し

て
、
風
雨
驟に
は

か
に
至
り
、
大
い
に
震
ふ
こ
と
数
声
。

〔
語
注
〕

○
僧
元
可
　『
酉
陽
雑
俎
』
は
「
僧
無
可
」
に
作
る
。
無
可
は
俗
姓
は
賈
、

范
陽
の
人
。
賈
島
の
従
弟
に
当
た
る
。『
唐
詩
紀
事
』
巻
七
十
四
、『
唐
才

子
伝
』
巻
六
に
記
事
が
あ
る
。
○
白
將
軍
　
未
詳
。
○
曲
江
　
池
の
名
。

曲
江
池
と
も
い
う
。
長
安
の
東
南
隅
に
位
置
し
た
。
漢
の
武
帝
が
宜
春
苑

を
こ
こ
に
作
り
、
水
流
が
「
之
」
の
形
に
屈
曲
し
て
い
る
か
ら
名
付
け
た
。

○
鮮
　
殺
す
。『
尚
書
大
伝
』
巻
二
に
「
是
離
逢
非
沴
、維
鮮
之
功
。」（
是 

離
逢
は
沴れ
い

に
非
ず
、
維
れ
鮮
の
功
な
り
。）
と
あ
り
、
鄭
玄
注
に
「
鮮
、

殺
也
。」（
鮮
は
、
殺
な
り
。）
と
あ
る
。『
酉
陽
雑
俎
』
は
「
解
」
に
作
る
。

○
滻
水
　
川
の
名
。
関
中
八
川
の
一
つ
。
陝
西
省
藍
田
県
の
西
南
に
源
を

発
し
、
渭
水
に
注
ぐ
。
○
沃
盥
　
水
を
注
ぐ
。
○
『
酉
陽
雜
俎
』　
晩
唐

の
段
成
式
（
？
～
八
六
三
）
が
編
纂
し
た
小
説
集
。
前
集
二
十
巻
、
続
集

十
巻
よ
り
成
る
。
こ
の
話
は
通
行
本
の
前
集
巻
十
五
「
諾
皋
記
」
下
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。

〔
訳
文
〕

　

僧
の
元
可
の
話
で
は
、
近
頃
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
と
、
白
将
軍
が

か
つ
て
曲
江
で
馬
を
洗
っ
て
い
る
と
、
馬
が
突
然
飛
び
跳
ね
て
驚
き
駆
け
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回
っ
た
。
前
足
に
白
い
帯
の
よ
う
な
物
が
何
重
に
も
巻
き
付
い
て
い
た
。

す
ぐ
に
そ
れ
を
殺
さ
せ
る
と
、
血
が
数
升
（
一
升
＝
〇
．
五
九
四
四
ｌ
）

流
れ
た
。
白
将
軍
は
不
思
議
に
思
い
、
そ
こ
で
こ
の
白
い
物
を
紙
の
帳
面

に
挟
み
、
衣
装
箱
に
入
れ
て
お
い
た
。

　

あ
る
日
、
客
人
を
滻
水
ま
で
見
送
っ
た
時
、
こ
れ
を
取
り
出
し
て
客
人

達
に
見
せ
た
。
客
人
は
「
水
を
こ
れ
に
掛
け
て
み
て
は
ど
う
か
。」
と
言
っ

た
。
白
将
軍
は
剣
で
地
面
を
区
切
っ
て
穴
を
掘
り
、
虫
を
中
に
置
い
て

そ
の
上
に
水
を
注
ぎ
か
け
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
虫
は
う
ご
め
い
て
大

き
く
な
り
、
穴
の
中
に
は
泉
が
湧
き
出
し
た
か
と
思
う
と
、
た
ち
ま
ち
敷

物
く
ら
い
の
大
き
さ
の
と
ぐ
ろ
を
巻
き
、
香
煙
の
よ
う
な
黒
い
気
が
ま
っ

す
ぐ
軒
の
外
に
出
て
行
っ
た
。
人
々
は
恐
れ
て
、「
き
っ
と
竜
に
違
い
な

い
。」
と
言
い
、
そ
の
ま
ま
急
い
で
帰
っ
た
が
、
数
里
（
一
里
＝
五
五
九
．

八
ｍ
）
も
行
か
な
い
内
に
風
や
雨
が
急
に
起
こ
り
、
大
き
な
音
が
何
度
も

鳴
り
響
い
た
。

○
62
「
温
媼
」

〔
本
文
〕

　

温
媼
者
、
即
康
州
悅
城
縣
孀
婦
也
。
績
布
爲
業
。
嘗
於
野
岸
拾
菜
、
見

沙
草
中
有
五
卵
。
遂
收
歸
、
置
績
筐
中
。
不
數
日
、
忽
見
五
小
蛇
。
殼
一

斑
四
靑
。
遂
送
於
江
次
。
固
無
意
望
報
也
。

　

媼
常
濯
浣
於
江
邊
。
忽
一
日
、
見
魚
在
水
跳
躍
、
戲
於
媼
前
。
自
爾
爲

常
。
漸
有
知
者
、
鄕
里
咸
爲
龍
之
母
、
敬
而
事
之
。
或
詢
以
災
福
、
亦
言

多
徴
應
。
自
是
媼
亦
漸
豐
足
。

　

朝
廷
知
之
、
遣
使
徴
入
京
師
。
至
全
義
嶺
、
有
疾
、
却
返
悅
城
而
卒
。

鄕
里
共
葬
之
江
東
岸
。
忽
一
夕
、
天
地
晦
暝
、
風
雨
隨
作
。
及
明
、
移
其

冢
於
西
、
而
草
木
悉
於
西
岸
。（
出
『
嶺
表
録
異
』）

〔
訓
読
〕

　

温
媼
は
、
即
ち
康
州
悦
城
県
の
孀
婦
な
り
。
布
を
績つ
む

ぎ
て
業
と
為
す
。

嘗
て
野
岸
に
於
い
て
菜
を
拾
ふ
に
、
沙
草
中
に
五
卵
有
る
を
見
る
。
遂
に

収
め
て
帰
り
、
績せ
き
く
ゐ
や
う筐

の
中
に
置
く
。
数
日
な
ら
ず
し
て
、
忽
ち
五
小
蛇

を
見
る
。
殻
一
は
斑
四
は
青
。
遂
に
江
次
に
送
る
。
固も
と

よ
り
報
ひ
を
意

望
す
る
無
き
な
り
。

　

媼
常
に
江
辺
に
濯た
く
く
わ
ん浣

す
。
忽
ち
一
日
、
魚
の
水
に
在
り
て
跳
躍
し
、

媼
の
前
に
戯
る
る
を
見
る
。
爾こ
れ

よ
り
常
と
為
る
。
漸
く
知
る
者
有
り
、
郷

里
咸み
な

竜
の
母
と
為
し
、
敬
ひ
て
之
に
事
ふ
。
或
い
は
詢と

ふ
に
災
福
を
以

て
せ
ば
、
亦
た
言
に
徴
応
多
し
。
是
よ
り
媼
も
亦
た
漸
く
豊
足
す
。

　

朝
廷
之
を
知
り
、
使
ひ
を
遣
は
し
て
徴め

し
て
京
師
に
入
ら
し
む
。
全

義
嶺
に
至
り
、
疾
有
り
、
却
っ
て
悦
城
に
返
り
て
卒
す
。
郷
里
共
に
之

を
江
の
東
岸
に
葬
る
に
、
忽
ち
一
夕
、
天
地
晦
暝
し
、
風
雨
随
ひ
て
作お

こ
る
。
明
に
及
び
、
其
の
冢
を
西
に
移
せ
ば
、
草
木
悉
く
西
岸
に
於
い

て
す
。

〔
語
注
〕

○
温
媼
　
未
詳
。
○
康
州
　
現
在
の
広
東
省
肇
慶
市
南
部
と
雲
浮
市
北
部

に
ま
た
が
る
地
域
。
○
悅
城
縣
　
現
在
の
広
東
省
肇
慶
市
に
位
置
す
る
県
。

○
次
　
そ
ば
。
○
全
義
嶺
　
越
城
嶺
の
こ
と
。
南
嶺
山
脈
（
五
嶺
山
脈
）

の
一
つ
。
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
お
よ
び
広
東
省
の
北
部
、
湖
南
省
お
よ
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び
江
西
省
の
南
部
を
走
る
南
嶺
山
脈
の
一
番
西
に
位
置
す
る
。
○
『
嶺
表

録
異
』　
三
巻
（『
四
庫
全
書
』
本
）。
唐
の
劉
恂
の
撰
。
唐
代
南
海
の
気

候
・
風
俗
・
地
理
・
交
通
な
ど
を
記
し
て
い
る
。
原
書
は
逸
し
て
お
り
、

『
永
楽
大
典
』
そ
の
他
か
ら
逸
文
を
集
め
た
も
の
が
あ
る
。
通
行
本
で
は

巻
上
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

〔
訳
文
〕

　

温
媼
は
康
州
悦
城
県
の
寡
婦
で
あ
る
。
糸
を
績
い
で
布
を
織
る
こ
と
を

仕
事
と
し
て
い
た
。
か
つ
て
郊
外
の
川
岸
で
野
草
を
摘
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、

砂
辺
の
草
叢
の
中
に
卵
が
五
つ
あ
る
の
を
見
つ
け
た
。
そ
こ
で
持
っ
て
帰

り
、
糸
を
入
れ
る
箱
の
中
に
入
れ
て
お
い
た
。
数
日
経
た
な
い
内
に
、
突

然
小
蛇
が
五
匹
生
ま
れ
た
。
表
皮
は
一
匹
は
斑
で
四
匹
は
青
か
っ
た
。
そ

こ
で
川
の
側
に
運
ん
だ
。
も
と
も
と
お
返
し
を
望
ん
で
い
た
訳
で
は
無

か
っ
た
。

　

温
媼
は
い
つ
も
川
の
ほ
と
り
で
洗
濯
を
し
て
い
た
。
あ
る
日
、
魚
が
川

の
中
で
飛
び
跳
ね
、
温
媼
の
前
で
戯
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら

は
い
つ
も
の
こ
と
と
な
っ
た
。
徐
々
に
そ
の
こ
と
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
郷
里
の
人
々
は
皆
彼
女
を
竜
の
母
と
し
て
敬
い
仕
え
た
。
彼
女
に
将

来
の
災
厄
や
幸
福
を
尋
ね
る
と
、
そ
の
返
答
は
当
た
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
温
媼
は
段
々
裕
福
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

朝
廷
は
そ
の
事
を
知
っ
て
、
使
者
を
派
遣
し
て
彼
女
を
都
に
召
し
出
し

た
。
し
か
し
全
義
嶺
ま
で
行
っ
た
と
こ
ろ
で
病
に
な
り
、
悦
城
ま
で
引
き

返
し
て
亡
く
な
っ
た
。
郷
里
の
人
々
は
彼
女
を
川
の
東
岸
に
葬
っ
た
が
、

突
然
あ
る
晩
、
天
地
が
真
っ
暗
に
な
り
、
続
い
て
風
や
雨
が
沸
き
起
こ
っ

た
。
明
け
方
に
な
っ
て
彼
女
の
墓
を
西
岸
に
移
す
と
、
草
や
木
は
皆
西
岸

に
生
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

○
63
「
柳
子
華
」

〔
本
文
〕

　

柳
子
華
、
唐
時
爲
城
都
令
。
一
旦
方
午
、
忽
有
犢
車
一
乘
。
前
後
女
騎

導
從
徑
入
廳
事
、
使
一
介
告
柳
云
、「
龍
女
且
來
矣
。」

　

俄
而
下
車
。
左
右
扶
衞
昇
階
、
與
子
華
相
見
。
云
、「
宿
命
與
君
合
爲

匹
偶
。」
因
止
、
命
酒
樂
極
懽
。
成
禮
而
去
。
自
是
往
復
爲
常
、
遠
近
咸

知
之
。

　

子
華
罷
秩
、
不
知
所
之
。
俗
云
、「
入
龍
宮
、
得
水
仙
矣
。」（
原
闕
出

處
。
明
鈔
本
作
出
『
劇
談
録
』）

〔
訓
読
〕

　

柳
子
華
は
、
唐
時
城
都
令
為
り
。
一
旦
方ま
さ

に
午
な
る
に
、
忽
ち
犢
車

一
乗
有
り
。
前
後
の
女
騎
導
従
径た
だ

ち
に
庁
事
に
入
り
、
一
介
を
し
て
柳

に
告
げ
し
め
て
云
ふ
、「
竜
女
且ま
さ

に
来
た
ら
ん
と
す
」
と
。

　

俄
か
に
し
て
車
よ
り
下
る
。
左
右
扶
衛
し
て
階
を
昇
ら
し
め
、
子
華

と
相
見
ゆ
。
云
ふ
、「
宿
命
君
と
合ま
さ

に
匹
偶
と
為
る
べ
し
」
と
。
因
り
て

止
ま
り
、
酒
楽
を
命
じ
て
懽よ
ろ
こ

び
を
極
め
、
礼
を
成
し
て
去
る
。
是
よ
り

往
復
常
と
為
り
、
遠
近
咸み
な

之
を
知
る
。

　

子
華
秩
を
罷
め
、
之ゆ

く
所
を
知
ら
ず
。
俗
に
云
ふ
、「
竜
宮
に
入
り
て
、

水
仙
を
得
た
り
」
と
。
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〔
語
注
〕

○
柳
子
華
　
生
卒
年
未
詳
。
柳
公
綽
の
伯
父
。
厳
武
に
よ
っ
て
西
蜀
判
官

と
し
て
召
さ
れ
、
さ
ら
に
成
都
令
、
池
州
刺
史
に
遷
る
。
代
宗
は
彼
を
京

兆
少
尹
に
任
命
し
よ
う
と
し
た
が
、
京
兆
尹
に
そ
の
剛
直
さ
を
疎
ま
れ
て

就
任
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
い
く
つ
か
の
官
職
を
歴
任
し
、
自
ら
の
死

期
を
悟
っ
て
自
ら
の
墓
誌
銘
を
著
し
た
と
い
う
。
『
旧
唐
書
』
巻
百
七
十

九
、『
新
唐
書
』
巻
百
六
十
五
に
伝
が
あ
る
。
○
城
都
令
　
都
の
令
史
の

こ
と
か
。
令
史
は
尚
書
郎
や
御
史
大
夫
の
属
官
で
、
文
書
な
ど
を
掌
る
下

級
の
事
務
官
。
或
い
は
「
成
都
令
」
の
誤
り
か
。『
旧
唐
書
』
巻
百
六
十

五
「
柳
子
華
伝
」
に
「
公
綽
伯
父
子
華
、
永
泰
初
、
爲
嚴
武
西
蜀
判
官
、

奏
爲
成
都
令
。」（
公
綽
の
伯
父
子
華
、
永
泰
の
初
め
、
厳
武
の
西
蜀
判

官
と
為
り
、
奏
せ
ら
れ
て
成
都
令
と
為
る
。）
と
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

こ
の
話
は
永
泰
年
間
（
七
六
五
～
七
六
六
）
の
初
め
頃
の
話
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
○
犢
車
　
子
牛
に
牽
か
せ
る
車
。
○
一
介
　
一
人
の
人
間
。
特

に
使
者
や
僕
役
を
指
す
。
○
『
劇
談
録
』　
唐
・
康
輧
の
撰
。
康
輧
は
字

は
駕
言
、
池
州
の
人
。
乾
符
五
年
（
八
七
八
）
の
進
士
で
、
翌
乾
符
六
年

（
八
七
九
）
に
は
博
学
宏
詞
科
に
及
第
し
て
い
る
。『
劇
談
録
』
序
文
に

拠
れ
ば
、
康
輧
が
こ
の
書
を
記
し
た
の
は
乾
寧
二
年
（
八
九
五
）
の
こ
と
。

通
行
本
は
二
巻
だ
が
、『
崇
文
総
目
』『
宋
史
』
藝
文
志
等
は
二
巻
、『
新

唐
書
』
藝
文
志
及
び
『
郡
斎
読
書
志
』
等
は
三
巻
と
す
る
。『
太
平
広
記
』

に
三
十
三
話
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
話
は
通
行
本
に
は
収
め
ら
れ
て
い

な
い
。

〔
訳
文
〕

　

柳
子
華
は
、
唐
代
の
城
都
令
で
あ
る
。
あ
る
日
の
ち
ょ
う
ど
午
の
時（
正

午
）
頃
、
突
然
牛
車
が
一
台
現
れ
た
。
前
後
に
付
き
従
っ
て
い
た
騎
馬
の

女
性
や
お
付
き
の
者
達
が
真
っ
直
ぐ
役
所
に
入
っ
て
き
て
、
下
僕
を
通
じ

て
柳
子
華
に
「
竜
女
様
が
お
出
で
に
な
ら
れ
る
。」
と
伝
え
た
。

　

突
然
竜
女
が
車
か
ら
下
り
て
き
た
。
左
右
の
者
が
助
け
て
階
段
を
昇
ら

せ
、
柳
子
華
と
対
面
し
て
、「
あ
な
た
と
は
連
れ
合
い
に
な
る
運
命
な
の

で
す
。」
と
言
っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
留
ま
っ
て
酒
と
音
楽
を
命
じ
て
大

い
に
楽
し
み
、
儀
式
が
終
わ
る
と
去
っ
て
行
っ
た
。
そ
れ
か
ら
竜
女
は
い

つ
も
や
っ
て
来
て
は
去
る
よ
う
に
な
り
、
遠
近
の
者
は
皆
そ
の
事
を
知
っ

て
い
た
。

　

柳
子
華
は
役
人
を
辞
め
、
ど
こ
に
行
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
世
間

で
は
「
彼
は
竜
宮
に
入
っ
て
水
中
の
神
仙
と
な
っ
た
の
だ
。」
と
言
っ
て

い
た
。

○
64
「
斑
石
」

〔
本
文
〕

　

京
邑
有
一
士
子
。
因
山
行
、
拾
得
一
石
子
。
靑
赤
斑
斕
、
大
如
鷄
子
。

甚
異
之
、
置
巾
箱
中
五
六
年
。
因
與
嬰
兒
弄
、
遂
失
之
。

　

數
日
、
晝
忽
風
雨
暝
晦
、
庭
前
樹
下
、
降
水
不
絶
如
瀑
布
状
。
人
咸
異

其
故
。
風
雨
息
、
樹
下
忽
見
此
石
已
破
。
中
如
鷄
卵
出
殼
焉
。
乃
知
爲
龍

子
也
。（
出
『
原
化
記
』）
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〔
訓
読
〕

　

京
邑
に
一
士
子
有
り
。
山
行
す
る
に
因
り
て
、
拾
ひ
て
一
石
子
を
得
た

り
。
青
赤
斑
斕
に
し
て
、
大
な
る
こ
と
鶏
子
の
如
し
。
甚
だ
之
を
異
と

し
、
巾き
ん

箱さ
う

中
に
置
く
こ
と
五
六
年
。
因
り
て
嬰
児
に
与
へ
て
弄
も
て
あ
そ

ば
し
む

る
に
、
遂
に
之
を
失
ふ
。

　

数
日
に
し
て
、
昼
忽
ち
風
雨
暝
晦
し
、
庭
前
の
樹
下
、
降
水
絶
え

ず
し
て
瀑
布
の
状
の
如
し
。
人
咸み
な

其
の
故
を
異
と
す
。
風
雨
息や

み
、
樹

下
に
忽
ち
此
の
石
の
已
に
破
れ
た
る
を
見
る
。
中
鶏
卵
の
出
殻
の
如
し
。

乃
ち
竜
子
為
る
を
知
る
な
り
。

〔
語
注
〕

○
巾
箱
　
ハ
ン
カ
チ
な
ど
を
入
れ
る
布
張
り
の
小
箱
。
○
『
原
化
記
』　

晩
唐
・
皇
甫
氏
撰
。
皇
甫
氏
は
名
は
伝
わ
ら
ず
、
洞
庭
子
と
号
し
た
。
既

に
散
佚
し
て
お
り
、『
太
平
広
記
』
を
中
心
に
六
十
数
条
の
佚
文
が
残
さ

れ
て
い
る
。

〔
訳
文
〕

　

都
の
あ
る
士
人
が
山
歩
き
し
て
い
る
時
、
石
こ
ろ
を
一
つ
拾
っ
た
。
青

と
赤
の
斑
で
、
大
き
さ
は
鶏
卵
く
ら
い
だ
っ
た
。
男
は
こ
れ
を
珍
し
い
も

の
だ
と
思
い
、
五
、六
年
程
小
箱
の
中
に
入
れ
て
お
い
た
。
そ
し
て
赤
ん

坊
に
与
え
て
お
も
ち
ゃ
に
さ
せ
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
ま
ま
ど
こ
か
に

行
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

数
日
後
、
昼
間
に
突
然
急
に
風
や
雨
が
沸
き
起
こ
っ
て
真
っ
暗
に
な
り
、

庭
の
前
の
樹
の
辺
り
に
滝
の
よ
う
な
雨
が
降
り
続
い
た
。
人
々
は
皆
ど
う

い
う
こ
と
か
不
思
議
に
思
っ
た
。
風
と
雨
が
止
む
と
、
樹
の
辺
り
に
ふ
と

こ
の
石
が
割
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
。
中
は
雛
が
生
ま
れ
た
後
の
鶏
卵

の
殻
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
や
っ
と
こ
れ
は
竜
の
卵
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

○
65
「
張
公
洞
」

〔
本
文
〕

　

義
興
縣
山
水
秀
絶
、
張
公
洞
尤
奇
麗
。
里
人
云
、
張
道
陵
修
行
之
所
也
。

中
有
洞
壑
、
衆
未
敢
入
。

　

土
氓
姚
生
習
道
、
挈
杖
甁
火
、
負
嚢
以
入
。
約
行
數
百
歩
、
漸
漸
明
朗
。

雲
樹
依
稀
、
近
通
歩
武
。
又
十
餘
里
、
見
二
道
士
對
奕
。
曰
、「
何
人
。

焉
得
來
此
。」
具
言
始
末
。
曰
、「
大
志
之
士
也
。」
姚
生
餒
甚
。
因
求
食
。

旁
有
靑
泥
數
斗
。（
斗
原
作
十
。
據
明
鈔
本
改
。）
道
士
指
曰
、「
可
飧
此
。」

試
探
咀
嚼
、
覺
芳
馨
。
食
之
遂
飽
。
道
士
曰
、「
爾
可
去
。
愼
勿
語
世
人
。」

再
拜
而
返
。

　

密
懷
其
餘
、
以
訪
市
肆
。
偶
胡
賈
見
、
驚
曰
、「
此
龍
食
也
。
何
方
而

得
。」
乃
述
其
事
、
倶
往
尋
之
、
但
黑
巨
穴
、
不
復
有
路
。
靑
泥
出
外
、

已
硬
如
石
、
不
可
復
食
。（
出
『
逸
史
』）

〔
訓
読
〕

　

義
興
県
は
山
水
秀
絶
に
し
て
、
張
公
洞
尤も
つ
と

も
奇
麗
た
り
。
里
人
云

ふ
、
張
道
陵
修
行
の
所
な
り
と
。
中
に
洞
壑
有
り
、
衆
未
だ
敢
へ
て
入

ら
ず
。

　

土ど

氓ば
う

の
姚
生
道
を
習
ひ
、
杖
を
挈ひ
つ
さ

げ
火
を
瓶
に
し
、
嚢
を
負
ひ
て
以

て
入
る
。
約お
ほ
む

ね
行
く
こ
と
数
百
歩
、
漸
漸
と
し
て
明
朗
た
り
。
雲
樹
依
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稀
と
し
て
、
近
づ
け
ば
歩
武
を
通
ず
。
又
た
十
余
里
に
し
て
、
二
道
士
の

対
奕
す
る
を
見
る
。
曰
く
、「
何
人
ぞ
。
焉な
ん

ぞ
此
に
来
た
る
を
得
た
る

か
」
と
。
具つ
ぶ
さ

に
始
末
を
言
ふ
。
曰
く
、「
大
志
の
士
な
り
」
と
。
姚
生 

餒う

う
る
こ
と
甚
だ
し
。
因
り
て
食
を
求
む
。
旁
に
青
泥
数
斗
有
り
。
道

士
指
し
て
曰
く
、「
此
を
飧く

ら
ふ
べ
し
」
と
。
試
み
に
探
り
て
咀
嚼
す
れ

ば
、
芳は
う

馨け
い

な
る
を
覚
ゆ
。
之
を
食
ら
ひ
て
遂
に
飽
く
。
道
士
曰
く
、「
爾 

去
る
べ
し
。
慎
み
て
世
人
に
語
る
勿
か
れ
」
と
。
再
拝
し
て
返
る
。

　

密ひ
そ

か
に
其
の
余
を
懐
ふ
と
こ
ろ

に
し
、
以
て
市
肆
を
訪
ぬ
。
偶た
ま

た
ま
胡
賈
見

て
、
驚
き
て
曰
く
、「
此
竜
の
食
な
り
。
何い
づ

れ
の
方
あ
り
て
得
た
る
か
」

と
。
乃
ち
其
の
事
を
述
べ
、
倶
に
往
き
て
之
を
尋
ぬ
る
も
、
但
だ
黒
巨
穴

あ
る
の
み
に
し
て
、
復
た
路
有
ら
ず
。
青
泥
外
に
出
づ
れ
ば
、
已
に
硬

き
こ
と
石
の
如
く
、
復
た
食
ら
ふ
べ
か
ら
ず
。

〔
語
注
〕

○
義
興
縣
　
太
湖
の
西
側
に
在
っ
た
県
名
。
現
在
の
江
蘇
省
宜
興
市
。
○

張
公
洞
　
道
教
の
聖
地
の
一
つ
。
唐
・
司
馬
承
禎
『
天
地
宮
府
図
』「
七

十
二
福
地
」（『
雲
笈
七
籤
』
巻
二
十
七
「
洞
天
福
地
」
部
）
に
「
第
五
十

九
張
公
洞　

在
常
州
宜
興
縣
、
眞
人
康
桑
治
之
。」（
第
五
十
九
張
公
洞　

常
州
宜
興
県
に
在
り
、
真
人
康
桑
之
を
治
む
。）
と
あ
る
。
南
唐
・
沈
汾

『
続
仙
伝
』
巻
中
「
劉
商
」
に
見
え
る
他
に
、
『
全
唐
詩
』
に
「
遊
張
公

洞
」「
題
張
公
洞
」
と
題
し
た
詩
が
四
首
収
め
ら
れ
て
お
り
、
唐
代
に
は

神
仙
の
住
ま
う
場
所
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
○
張
道
陵
　
沛
国

豊
の
人
、
張
陵
の
こ
と
。
蜀
の
鵠
鳴
山
に
入
っ
て
仙
道
を
学
び
、
太
平
道

と
と
も
に
道
教
の
源
流
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
天
師
道
を
興
し
た
。
そ
の

後
天
師
道
は
子
の
張
衡
、
孫
の
張
魯
と
伝
え
ら
れ
、
竜
虎
山
に
移
っ
て
道

教
の
正
一
派
と
な
っ
た
。
彼
の
伝
記
は
『
神
仙
伝
』
巻
四
に
収
め
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
の
張
公
洞
の
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
○
土
氓
　「
氓
」

は
庶
民
の
意
。
土
地
の
民
の
こ
と
を
言
う
か
。
○
依
稀
　
ぼ
ん
や
り
と
し

て
明
ら
か
で
は
な
い
様
。
○
歩
武
　
歩
み
。「
武
」
は
足
跡
。
○
對
奕
　

囲
碁
の
対
局
を
す
る
こ
と
。「
奕
」
は
囲
碁
。
○
靑
泥
　
青
い
泥
。
五
百

年
に
一
度
神
山
か
ら
流
れ
出
す
石
髄
で
あ
る
と
も
い
う
。
晋
・
葛
洪
『
神

仙
伝
』
巻
六
「
王
烈
」（
増
訂
漢
魏
叢
書
本
）
に
「
石
中
有
一
穴
口
、
經

闊
尺
許
。
中
有
靑
泥
流
出
如
髓
。
烈
取
泥
試
丸
之
、
須
臾
成
石
。
如
投
熱

蠟
之
状
、
隨
手
堅
凝
。
氣
如
粳
米
飯
、
嚼
之
亦
然
。」（
石
中
に
一
穴
口
有

り
、
経
闊
尺
許ば
か
り

。
中
に
青
泥
有
り
て
流
出
す
る
こ
と
髄
の
如
し
。
烈

泥
を
取
り
て
試
み
に
之
を
丸
む
れ
ば
、
須
臾
に
し
て
石
と
成
る
。
熱
蠟
を

投
ず
る
の
状
の
如
く
、
手
に
随
ひ
て
堅
凝
す
。
気
粳
米
の
飯
の
如
く
、

之
を
嚼か

む
も
亦
た
然
り
。）
と
あ
る
。
○
『
逸
史
』　
晩
唐
・
盧
肇
（
八

二
〇
～
八
七
九
？
）
の
編
纂
し
た
小
説
集
。
も
と
三
巻
と
さ
れ
る
が
、
今

に
伝
わ
る
の
は
輯
本
三
巻
の
み
。

〔
訳
文
〕

　

義
興
県
は
風
光
明
媚
な
と
こ
ろ
で
、
中
で
も
張
公
洞
が
最
も
素
晴
ら
し

い
。
土
地
の
人
々
は
こ
こ
は
張
道
陵
が
修
行
し
た
所
で
あ
る
と
言
う
。
中

に
は
深
い
谷
が
あ
り
、
人
々
は
入
ろ
う
と
は
し
な
い
。

　

現
地
の
民
姚
生
は
道
を
学
び
、
杖
を
手
に
火
を
瓶
に
入
れ
、
袋
を
背
に

し
て
入
っ
て
い
っ
た
。
数
百
歩
（
一
歩
＝
一
．
五
五
五
ｍ
）
程
行
く
と
、

段
々
明
る
く
な
っ
て
き
た
。
雲
が
か
か
っ
た
高
い
木
が
ぼ
ん
や
り
と
見
え
、
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近
づ
く
と
道
が
通
っ
て
い
た
。
ま
た
十
余
里
（
一
里
＝
五
五
九
．
八
ｍ
）

行
く
と
、
二
人
の
道
士
が
碁
を
打
っ
て
い
た
。
道
士
達
は
「
何
者
だ
。
何

故
こ
こ
に
来
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。」
と
言
っ
た
。
姚
生
が
事
の
次
第

を
詳
し
く
話
す
と
、
道
士
は
「
大
志
を
抱
く
者
な
の
だ
な
。」
と
言
っ
た
。

姚
生
は
非
常
に
空
腹
だ
っ
た
の
で
、
食
べ
物
を
求
め
た
。
側
に
は
青
い
泥

が
数
斗
（
一
斗
＝
五
．
九
四
四
ｌ
）
あ
り
、
道
士
は
そ
れ
を
指
し
て
「
こ

れ
を
食
べ
る
が
よ
い
。」
と
言
っ
た
。
試
し
に
探
り
取
っ
て
口
に
し
て
み

る
と
、
と
て
も
良
い
香
り
が
し
た
。
そ
れ
を
食
べ
て
お
腹
一
杯
に
な
っ
た
。

道
士
が
「
そ
な
た
は
帰
る
が
よ
い
。
決
し
て
世
俗
の
者
に
語
っ
て
は
な
ら

ぬ
ぞ
。」
と
言
っ
た
の
で
、
姚
生
は
再
拝
し
て
帰
っ
た
。

　

姚
生
は
こ
っ
そ
り
青
い
泥
の
残
り
を
懐
に
入
れ
て
帰
り
、
市
場
を
訪
れ

た
。
偶
然
胡
人
の
商
人
が
見
か
け
て
、「
こ
れ
は
竜
の
食
べ
物
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
如
何
に
し
て
入
手
な
さ
っ
た
の
で
す
か
。」
と
驚
い
た
。
そ

こ
で
張
公
洞
の
こ
と
を
話
し
、
一
緒
に
探
し
に
行
っ
た
が
、
暗
く
て
大
き

な
穴
が
あ
る
だ
け
で
、
も
う
道
は
無
か
っ
た
。
青
い
泥
は
洞
窟
の
外
に
出

る
と
石
の
よ
う
に
堅
く
な
っ
て
し
ま
い
、
も
う
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

○
66
「
五
臺
山
池
」

〔
本
文
〕

　

五
臺
山
北
臺
下
有
龍
池
約
二
畝
有
餘
。
佛
經
云
、「
禁
五
百
毒
龍
之
所
。」

毎
至
亭
午
、
昏
霧
暫
開
、
比
丘
及
淨
行
居
士
方
可
一
睹
。
比
丘
尼
及
女
子

近
、
即
雷
電
風
雨
時
大
作
。
如
近
池
、
必
爲
毒
氣
所
吸
、
逡
巡
而
沒
。（
出

『
傳
奇
』
明
鈔
本
作
出
『
傳
載
』）

〔
訓
読
〕

　

五
臺
山
の
北
臺
の
下
に
竜
池
有
り
約お
ほ
む

ね
二
畝
有
余
。
仏
経
に
云
ふ
、

「
五
百
毒
竜
を
禁
ず
る
の
所
」
と
。
亭
午
に
至
る
毎
に
、
昏
霧
暫
く
開

き
、
比び

丘く

及
び
浄じ
や
う

行ぎ
や
う

居こ

士じ

方ま
さ

に
一
た
び
睹み

る
べ
し
。
比び

く

に
丘
尼
及
び
女
子 

近
づ
か
ば
、
即
ち
雷
電
風
雨
時
に
大
い
に
作お

こ
る
。
如
し
池
に
近
づ
か

ば
、
必
ず
毒
気
の
吸
は
し
む
る
所
と
為
り
、
逡
巡
に
し
て
没
す
。

〔
語
注
〕

○
五
臺
山
　
山
名
。
山
西
省
忻
州
市
五
台
県
に
あ
る
霊
山
。
五
つ
の
峰
が

あ
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
な
か
で
も
北
臺
は
一
番
高
く
、
海

抜
三
〇
五
八
ｍ
で
あ
る
。
○
亭
午
　
正
午
。
○
比
丘
及
淨
行
居
士
　「
比

丘
」
は
出
家
し
た
男
性
僧
侶
、「
居
士
」
は
在
家
の
男
性
信
者
。
○
比
丘

尼
　
出
家
し
た
女
性
僧
侶
。
尼
。
○
『
傳
奇
』　
晩
唐
・
裴
鉶
が
編
纂
し

た
小
説
集
。
既
に
佚
し
て
伝
わ
ら
な
い
。「
崑
崙
奴
」「
聶
隠
娘
」
な
ど
の

話
で
知
ら
れ
る
。
こ
の
話
は
通
行
本
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
○
『
傳

載
』　
作
者
未
詳
。
唐
の
武
徳
（
六
一
八
～
六
二
六
）
か
ら
元
和
（
八
〇

六
～
八
二
〇
）
ま
で
の
間
の
雑
事
・
軼
事
を
記
し
て
い
る
。『
太
平
広
記
』

に
は
三
十
六
話
程
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
話
は
通
行
本
に
収
め
ら
れ

て
い
る
。

〔
訳
文
〕

　

五
臺
山
の
北
臺
の
下
に
竜
池
が
あ
る
。
広
さ
は
お
よ
そ
二
畝
（
三
．
六

四
ａ
）
程
。
仏
典
に
よ
れ
ば
、
五
百
頭
の
毒
竜
を
封
印
し
た
と
こ
ろ
だ
と

い
う
。
午
の
時
（
正
午
）
頃
に
な
る
と
、
立
ち
こ
め
た
霧
が
少
し
の
間
晴
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れ
て
、
男
性
の
僧
侶
と
信
者
は
丁
度
そ
の
時
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
尼
と
女
性
が
近
づ
く
と
、
雷
や
風
や
雨
な
ど
が
激
し
く
起
こ
る
。
も
し

池
に
近
づ
く
と
、
必
ず
毒
気
を
吸
わ
さ
れ
て
し
ま
い
、
ま
も
な
く
死
ん
で

し
ま
う
。

○
67
「
張
老
」

〔
本
文
〕

　

荊
湘
有
僧
寺
背
山
近
水
、
水
中
有
龍
。
時
或
雷
風
大
作
、
損
壞
樹
木
。

寺
中
有
撞
鐘
張
老
者
、
術
士
也
。
而
僧
不
知
。

　

張
老
惡
此
龍
損
物
、
欲
禁
殺
之
、
密
爲
法
。
此
龍
已
知
、
化
爲
人
、
潛

告
僧
曰
、「
某
實
龍
也
。
往
此
水
多
年
。
或
因
出
、
風
雨
損
物
。
爲
張
老

所
禁
、
性
命
危
急
。
非
和
尚
救
之
不
可
。
倘
救
其
命
、
奉
一
寶
珠
、
以
伸

報
答
、
某
即
移
於
別
處
。」
僧
諾
之
。

　

夜
喚
張
老
、
求
釋
之
。
張
老
曰
、「
和
尚
莫
受
此
龍
獻
珠
否
。
此
龍
甚

窮
、
唯
有
此
珠
、
性
又
悋
惡
。
今
若
受
珠
、
他
時
悔
無
及
。」
僧
不
之
信
、

曰
、「
君
但
爲
我
放
之
。」
張
老
不
得
已
、
乃
放
。
龍
夜
後
送
珠
於
僧
、
而

移
出
潭
水
。
張
老
亦
辭
僧
去
。

　

後
數
日
、
忽
大
雷
雨
、
壞
此
僧
舍
、
奪
其
珠
。
果
如
張
老
之
言
。（
出

『
原
化
記
』）

〔
訓
読
〕

　

荊
湘
に
僧
寺
有
り
山
を
背
に
し
て
水
に
近
く
、
水
中
に
竜
有
り
。
時

に
或
い
は
雷
風
大
い
に
作
り
、
樹
木
を
損
壊
す
。
寺
中
に
撞
鐘
の
張
老

な
る
者
有
り
、
術
士
な
り
。
而
る
に
僧
知
ら
ず
。

　

張
老
此
の
竜
の
物
を
損
な
ふ
を
悪に
く

み
、
禁
じ
て
之
を
殺
さ
ん
と
欲
し
、

密
か
に
法
を
為
す
。
此
の
竜
已
に
知
り
、
化
し
て
人
と
為
り
、
潜
か
に

僧
に
告
げ
て
曰
く
、「
某わ
れ

実
ま
こ
と

に
竜
な
り
。
此
の
水
に
住と
ど

ま
る
こ
と
多
年
。

或
い
は
出
づ
る
に
因
り
て
、
風
雨
物
を
損
な
ふ
。
張
老
の
禁
ず
る
所
と

為
り
、性
命
危
急
な
り
。
和
尚
に
非
ず
ん
ば
之
を
救
ふ
は
可
な
ら
ず
。
倘も

し
其
の
命
を
救
は
ば
、
一
宝
珠
を
奉
り
、
以
て
報
答
を
伸
べ
、
某
即
ち

別
処
に
移
ら
ん
」
と
。
僧
之
を
諾
す
。

　

夜
張
老
を
喚
び
、
之
を
釈ゆ
る

さ
ん
こ
と
を
求
む
。
張
老
曰
く
、「
和
尚

此
の
竜
の
珠
を
献
ず
る
を
受
く
る
莫
き
や
否
や
。
此
の
竜
甚
だ
窮
し
、

唯
だ
此
の
珠
有
る
も
、
性
又
た
悋
悪
な
り
。
今
若
し
珠
を
受
け
ば
、
他

時
悔
ゆ
る
も
及
ぶ
無
か
ら
ん
」
と
。
僧
之
を
信
ぜ
ず
、
曰
く
、「
君
但

だ
我
が
為
に
之
を
放ゆ
る

せ
」
と
。
張
老
已
む
を
得
ず
、
乃
ち
放
す
。
竜
夜

後
珠
を
僧
に
送
り
、
而
し
て
移
り
て
潭
水
を
出
づ
。
張
老
も
亦
た
僧
に

辞
し
て
去
る
。

　

後
数
日
、
忽
ち
大
い
に
雷
雨
あ
り
、
此
の
僧
舎
を
壊
し
、
其
の
珠
を
奪

ふ
。
果
た
し
て
張
老
の
言
の
如
し
。

〔
語
注
〕

○
荊
湘
　
荊
州
と
湘
州
の
こ
と
。
荊
州
は
現
在
の
湖
北
省
荊
州
市
、
荊
門

市
一
帯
。
湘
州
は
南
北
朝
時
代
の
州
の
名
で
、
現
在
の
湖
南
省
南
部
か
ら

広
東
省
北
部
一
帯
。
両
者
を
あ
わ
せ
る
と
、
概
ね
洞
庭
湖
一
帯
の
地
。
○

禁
　
禁
呪
。
存
在
や
変
化
を
禁
じ
る
術
。『
神
仙
伝
』
巻
七
「
樊
夫
人
」

に
「
因
倶
坐
堂
上
、
綱
作
火
燒
客
碓
屋
、
從
東
起
。
夫
人
禁
之
、
即
滅
。」

（
因
り
て
倶
に
堂
上
に
坐
し
、
綱
火
を
作な

し
て
客
碓
屋
を
焼
き
、
東
よ
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り
起
こ
る
。
夫
人
之
を
禁
ず
れ
ば
、
即
ち
滅
す
。）
と
あ
る
。
○
『
原
化

記
』　
晩
唐
・
皇
甫
氏
撰
。
皇
甫
氏
は
名
は
伝
わ
ら
ず
、
洞
庭
子
と
号
し

た
。
既
に
散
佚
し
て
お
り
、『
太
平
広
記
』
を
中
心
に
六
十
数
条
の
佚
文

が
残
さ
れ
て
い
る
。

〔
訳
文
〕

　

洞
庭
湖
の
辺
り
に
寺
が
あ
っ
た
。
こ
の
寺
は
山
を
背
に
し
て
川
に
近
く
、

川
の
中
に
は
竜
が
い
た
。
こ
の
竜
は
時
に
雷
や
大
風
を
起
こ
し
て
樹
木
を

傷
つ
け
て
い
た
。
寺
に
鐘
撞
き
の
張
と
い
う
老
人
が
い
た
。
こ
の
人
は
術

士
で
あ
っ
た
が
、
僧
は
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。

　

張
老
は
こ
の
竜
が
物
を
壊
す
の
を
快
く
思
わ
ず
、
禁
呪
に
よ
っ
て
殺
そ

う
と
考
え
、
密
か
に
術
を
行
っ
た
。
こ
の
竜
は
そ
れ
に
気
づ
き
、
人
に
姿

を
変
え
る
と
こ
っ
そ
り
僧
の
と
こ
ろ
に
現
れ
、「
私
は
確
か
に
竜
で
す
。

こ
の
川
に
長
ら
く
住
み
着
い
て
お
り
ま
す
。
時
に
は
姿
を
現
し
た
際
、
そ

れ
に
伴
う
風
や
雨
に
よ
っ
て
物
を
傷
つ
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
張
老
に

禁
呪
を
行
わ
れ
た
た
め
、
命
が
危
の
う
ご
ざ
い
ま
す
。
和
尚
様
で
な
く
て

は
私
を
救
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
も
し
我
が
命
を
お
救
い
く
だ
さ
っ
た

な
ら
ば
、
宝
珠
を
一
つ
奉
っ
て
お
礼
申
し
上
げ
、
私
は
す
ぐ
に
も
他
所
へ

移
り
ま
し
ょ
う
。」
と
言
っ
た
。
僧
は
承
諾
し
た
。

　

そ
の
夜
、
僧
は
張
老
を
呼
び
、
竜
を
許
し
て
や
る
よ
う
に
言
っ
た
。
張

老
は
「
和
尚
様
は
こ
の
竜
が
宝
珠
を
献
上
す
る
と
い
う
の
を
受
け
い
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
竜
は
進
退
窮
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
珠
を
持
っ
て
い

る
と
は
い
っ
て
も
、
そ
の
性
質
は
意
地
汚
い
の
で
す
。
今
も
し
宝
珠
を
受

け
れ
ば
、
後
悔
し
て
も
間
に
合
い
ま
せ
ん
よ
。」
と
言
っ
た
。
し
か
し
僧

は
信
用
せ
ず
、「
と
に
か
く
私
の
た
め
に
竜
を
許
し
て
や
れ
。」
と
言
っ
た
。

張
老
は
や
む
を
得
ず
、
許
し
て
し
ま
っ
た
。
竜
は
夜
に
宝
珠
を
僧
に
贈
る

と
、
川
か
ら
出
て
行
っ
た
。
張
老
も
僧
に
別
れ
を
告
げ
て
寺
か
ら
出
て

行
っ
た
。

　

数
日
後
、
突
然
ひ
ど
い
雷
雨
が
起
こ
っ
て
こ
の
寺
を
破
壊
し
、
宝
珠
を

奪
っ
て
い
っ
た
。
確
か
に
張
老
の
言
っ
た
と
お
り
で
あ
っ
た
。

○
68
「
費
鷄
師
」

〔
本
文
〕

　

蜀
川
有
一
費
鷄
師
者
、
善
知
將
來
之
事
、
而
亦
能
爲
人
禳
救
。
多
在
邛

州
、
蜀
人
皆
神
之
。

　

時
有
一
僧
言
、
往
者
雙
流
縣
保
唐
寺
、
寺
有
張
二
師
者
。
因
巡
行
僧
房
、

見
有
空
院
、
將
欲
住
持
。
率
家
人
掃
灑
之
際
、
於
柱
上
得
一
小
甁
子
。
二

師
觀
之
、
見
一
蛇
在
甁
内
、
覆
甁
出
之
。
約
長
一
尺
、
文
彩
斑
駁
、
五
色

備
具
。
以
杖
觸
之
、
隨
手
而
長
。
衆
悉
驚
異
。
二
師
令
一
物
挾
之
、
送
於

寺
外
。
當
携
掇
之
際
、
隨
觸
隨
大
、
以
至
丈
餘
、
如
屋
椽
矣
。
二
人
擔
之

方
擧
。
送
者
愈
懼
、
觀
者
隨
而
益
多
。
距
寺
約
二
三
里
、
所
在
撼
動
之
時
、

增
長
不
已
。
衆
益
懼
、
遂
撃
傷
、
至
於
死
。

　

明
日
、
此
寺
院
中
有
虹
蜺
、
亭
午
時
下
寺
中
。
僧
有
事
至
臨
邛
、
見
鷄

師
説
之
。
鷄
師
曰
、「
殺
龍
女
矣
。
張
二
師
與
汝
寺
之
僧
徒
、
皆
當
死
乎
。」

後
卒
如
其
言
。
他
應
驗
不
可
勝
紀
。
竟
不
知
是
何
（
何
字
原
闕
。
據
陳
校

本
補
。）
術
。

　

韋
絢
長
兄
爲
杜
元
穎
從
事
。
其
弟
妹
皆
識
費
師
、
於
京
中
已
悉
知
有
此
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事
。
自
到
、
即
詢
訪
鷄
師
之
術
。
凡
有
病
者
來
告
、
鷄
師
即
抱
一
鷄
而
往
。

及
其
門
、
乃
持
呪
其
鷄
、
令
入
内
、
抵
病
者
之
所
。
鷄
入
而
死
、
病
者
差
。

鷄
出
則
病
者
不
起
矣
。
時
人
遂
號
爲
費
鷄
師
。

　

又
以
石
子
置
病
者
腹
上
、
作
法
結
印
。
其
石
子
斷
者
、
其
人
亦
不
起
也
。

又
能
書
符
。
先
焚
符
爲
灰
、
和
湯
水
、
與
人
呑
之
。
俄
復
吐
出
、
其
符
宛

然
如
不
燒
。

　

又
云
、
城
南
建
昌
橋
下
、
其
南
岸
先
有
龍
窟
。
歳
常
損
人
、
至
有
連
馬

而
溺
者
。
如
有
攫
拏
於
水
。
當
韋
皋
時
、
前
後
運
石
、
凡
幾
萬
數
。
頃
之
、

石
復
失
焉
。
後
命
道
士
投
簡
于
内
、
以
土
築
之
、
方
滿
。
自
此
之
後
、
龍

窟
移
于
建
昌
寺
佛
殿
下
、
與
西
廊
龍
井
通
焉
。
而
建
昌
橋
下
、
往
往
損
人

而
不
甚
也
。
詢
問
吏
卒
、
往
時
人
馬
溺
於
其
閒
、
良
久
尸
浮
皆
白
。
其
血

被
吮
吸
已
盡
、
而
尸
乃
出
焉
。（
出
『
戎
幕
閑
談
』）

〔
訓
読
〕

　

蜀
川
に
一
費
鶏
師
な
る
者
有
り
、
善
く
将
来
の
事
を
知
り
、
而
し
て
亦

た
能
く
人
の
為
に
禳じ
や
う
き
う救

す
。
多
く
邛き
よ
う
し
う州

に
在
り
、
蜀
人
皆
之
を
神
と

す
。

　

時
に
一
僧
有
り
て
言
ふ
、
往さ

き者
に
双
流
県
保
唐
寺
あ
り
、
寺
に
張
二
師

な
る
者
有
り
。
僧
房
を
巡
行
す
る
に
因
り
て
、
空
院
有
る
を
見
、
将
に
住

持
せ
ん
と
欲
す
。
家
人
を
率ひ
き

ゐ
て
掃さ
う
さ
い灑
す
る
の
際
、
柱
上
に
於
い
て
一
小

瓶
子
を
得
た
り
。
二
師
之
を
観
る
に
、
一
蛇
の
瓶
内
に
在
る
を
見
、
瓶

を
覆
く
つ
が
へ

し
て
之
を
出
だ
す
。
約お
ほ
む

ね
長た
け

一
尺
、
文
彩
斑
駁
あ
り
、
五
色
備つ
ぶ
さ

に
具
ふ
。
杖
を
以
て
之
に
触
る
れ
ば
、
手
に
随
ひ
て
長
し
。
衆
悉
く
驚

異
す
。
二
師
一
物
を
し
て
之
を
挟
み
、
寺
外
に
送
ら
し
む
。
携け
い

掇て
つ

の
際

に
当
た
り
て
、
随
ひ
て
触
れ
随
ひ
て
大
に
し
て
、
以
て
丈
余
に
至
り
、

屋
椽
の
如
し
。
二
人
之
を
担
ひ
て
方は
じ

め
て
挙
が
る
。
送
る
者
愈い
よ

い
よ
懼

れ
、
観
る
者
随
ひ
て
益ま
す

ま
す
多
し
。
寺
を
距
つ
る
こ
と
約
ね
二
三
里
、

所
在
撼
動
の
時
、
増
長
し
て
已
ま
ず
。
衆
益
ま
す
懼
れ
、
遂
に
撃
傷
し
、

死
に
至
ら
し
む
。

　

明
日
、
此
の
寺
院
中
に
虹こ
う
げ
い蜺

有
り
、
亭
午
の
時
寺
中
に
下
る
。
僧
事

有
り
て
臨
邛
に
至
り
、
鶏
師
に
見ま
み

え
て
之
を
説
く
。
鶏
師
曰
く
、「
竜
女

を
殺
す
か
。
張
二
師
と
汝
が
寺
の
僧
徒
と
、
皆
当
に
死
す
べ
き
か
」
と
。

後
卒つ
ひ

に
其
の
言
の
如
し
。
他
の
応
験
紀し
る

す
に
勝た

ふ
べ
か
ら
ず
。
竟
に
是 

何
れ
の
術
な
る
か
を
知
ら
ず
。

　

韋
絢
の
長
兄
杜
元
穎
の
従
事
と
為
る
。
其
の
弟
妹
皆
費
師
を
識
れ
ば
、

京
中
に
於
い
て
已
に
悉
く
此
の
事
有
る
を
知
る
。
自
ら
到
り
、
即
ち
鶏
師

の
術
を
詢
訪
す
。
凡
そ
病
者
の
来
り
告
ぐ
る
有
ら
ば
、
鶏
師
即
ち
一
鶏

を
抱
き
て
往
く
。
其
の
門
に
及
び
、
乃
ち
持
ち
て
其
の
鶏
に
呪
し
、
内
に

入
り
て
、
病
者
の
所
に
抵い
た

ら
し
む
。
鶏
入
り
て
死
せ
ば
、
病
者
差い

ゆ
。

鶏
出
で
ば
則
ち
病
者
起
た
ず
。
時
人
遂
に
号
し
て
費
鶏
師
と
為
す
。

　

又
た
石
子
を
以
て
病
者
の
腹
上
に
置
き
、
法
を
作
し
印
を
結
ぶ
。
其
の

石
子
断
た
る
れ
ば
、
其
の
人
も
亦
た
起
き
ざ
る
な
り
。
又
た
能
く
符
を

書
す
。
先
づ
符
を
焚
き
て
灰
と
為
し
、
湯
水
と
和
し
、
人
に
与
へ
て
之
を

呑
ま
し
む
。
俄
か
に
復
た
吐
き
出
だ
せ
ば
、
其
の
符
宛
然
と
し
て
焼
か

ざ
る
が
如
し
。

　

又
た
云
ふ
、
城
南
の
建
昌
橋
の
下
、
其
の
南
岸
先
に
竜
窟
有
り
。
歳

常
に
人
を
損
な
ひ
、
馬
を
連
ね
て
溺
る
る
者
有
る
に
至
る
。
水
に
攫だ
く
わ
く拏
す
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る
有
る
が
如
し
。
韋
皋
の
時
に
当
た
り
、
前
後
石
を
運
ぶ
こ
と
、
凡
そ

幾
万
数
。
之
を
頃し
ば
ら

く
し
て
、
石
復
た
失
ふ
。
後
道
士
に
命
じ
て
簡
を

内
に
投
ぜ
し
め
、
土
を
以
て
之
を
築
き
、
方
め
て
満
つ
。
此
よ
り
の
後
、

竜
窟
建
昌
寺
仏
殿
の
下
に
移
り
、
西
廊
の
竜
井
と
通
ず
。
而
し
て
建
昌

橋
の
下
、
往
往
に
し
て
人
を
損
な
ふ
も
甚
だ
し
か
ら
ざ
る
な
り
。
吏
卒
に

詢
問
す
る
に
、
往
時
人
馬
其
の
間
に
溺
れ
ば
、
良や

や
久
し
く
し
て
尸

浮
か
び
て
皆
白
し
。
其
の
血
吮せ
ん
き
ふ吸

せ
ら
れ
て
已
に
尽
き
、
而
し
て
尸
乃

ち
出
づ
、
と
。

〔
語
注
〕

○
蜀
川
　
蜀
に
同
じ
。
広
く
現
在
の
四
川
省
一
帯
を
指
す
。
○
費
鷄
師
　

『
酉
陽
雑
俎
』
前
集
巻
五
「
怪
術
」
に
「
蜀
有
費
鷄
師
、
目
赤
無
黑
睛
。

本
濮
人
也
。
成
式
長
慶
初
見
之
、
已
年
七
十
餘
。」（
蜀
に
費
鶏
師
有
り
、

目
赤
く
し
て
黒
睛
無
し
。
本
濮
の
人
な
り
。
成
式
長
慶
の
初
め
之
に

見
え
、
已
に
年
七
十
余
。）
と
あ
り
、
長
慶
年
間
（
八
二
一
～
八
二
四
）

の
初
め
に
は
す
で
に
七
十
歳
余
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。
○
邛
州
　
現
在
の

四
川
省
邛
崍
市
一
帯
に
在
っ
た
州
。
○
雙
流
縣
　
現
在
の
四
川
省
成
都
市

双
流
区
。
○
保
唐
寺
　
成
都
に
在
っ
た
寺
院
の
名
。
唐
・
撰
述
者
未
詳『
歴

代
法
宝
記
』（
大
正
蔵
二
〇
七
五
）
に
「
劍
南
城
都
府
大
暦
保
唐
寺
無
住

和
上
、
毎
爲
學
道
四
衆
百
千
萬
人
。」（
剣
南
城
都
府
大
暦
保
唐
寺
の
無
住

和
上
、
道
を
学
ぶ
を
為
す
毎
に
四
衆
百
千
万
人
。）
と
あ
る
。
○
所
在
　

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
、
そ
こ
か
し
こ
。
○
虹
蜺
　
に
じ
。
竜
の
一
種
で
、
色
の

鮮
明
な
主
虹
を
雄
と
し
て
虹
、
淡
い
副
虹
を
雌
と
し
て
蜺
と
い
う
。
○
臨

邛
　
現
在
の
四
川
省
成
都
市
邛
崍
市
。
○
韋
絢
　
八
〇
二
～
？
。
字
は
文

明
。
元
の
名
は
昶
。
順
宗
朝
の
宰
相
韋
執
誼
の
子
。
こ
の
話
の
出
典
で
あ

る
『
戎
幕
閑
談
』
の
著
者
。
幼
く
し
て
劉
禹
錫
に
学
び
、
そ
の
事
を
『
劉

賓
客
嘉
話
録
』
に
記
し
た
。
大
和
四
年
（
八
三
〇
）、
李
徳
裕
が
成
都
尹
、

剣
南
西
川
節
度
副
大
使
と
な
っ
た
際
に
節
度
巡
官
と
し
て
召
さ
れ
た
。
六

年
（
八
三
二
）
に
李
徳
裕
が
兵
部
尚
書
と
し
て
中
央
に
戻
っ
た
際
、
韋
絢

も
中
央
に
戻
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
開
成
年
間
（
八
三
六
～
八
四
〇
）
に
は

左
補
闕
か
ら
起
居
舎
人
に
遷
り
、
員
外
郎
、
江
陵
少
尹
、
河
南
少
尹
を
経

て
咸
通
年
間
（
八
六
〇
～
八
七
四
）
に
義
武
軍
節
度
使
と
な
っ
た
。
○
杜

元
穎
　
七
六
九
～
八
三
二
。
元
和
年
間
（
八
〇
六
～
八
二
〇
）、
左
拾
遺

右
補
闕
と
な
り
、
召
さ
れ
て
翰
林
学
士
と
な
っ
た
。
そ
の
後
穆
宗
が
即
位

す
る
と
司
勲
員
外
郎
知
制
誥
か
ら
中
書
舎
人
、
戸
部
侍
郎
と
な
っ
た
。
長

慶
三
年
（
八
二
三
）
に
剣
南
西
川
節
度
使
に
遷
っ
た
。
敬
宗
に
お
も
ね
っ

て
収
奪
が
激
し
か
っ
た
せ
い
で
州
民
に
恨
ま
れ
た
。
大
和
三
年（
八
二
九
）

に
南
詔
蛮
に
侵
入
さ
れ
、
か
ろ
う
じ
て
撃
退
し
た
が
邵
州
刺
史
に
左
遷
さ

れ
、
配
所
で
没
し
た
。
郁
賢
皓
『
唐
刺
史
考
全
編
』（
安
徽
大
学
出
版
社

二
〇
〇
〇
年
）
に
拠
れ
ば
、
杜
元
頴
が
剣
南
西
川
節
度
使
で
あ
っ
た
の
は

長
慶
三
年
（
八
二
三
）
か
ら
大
和
三
年
（
八
二
九
）
の
こ
と
。
前
項
「
韋

絢
」
注
と
あ
わ
せ
る
と
、
こ
の
話
は
大
和
三
年
か
四
年
頃
の
話
と
い
う
こ

と
に
な
る
か
。
○
從
事
　
藩
鎮
の
幕
僚
の
こ
と
。
○
建
昌
橋
　
橋
の
名
。

晋
・
常
璩
『
華
陽
国
志
』
巻
三
「
蜀
志
」
に
「
長
老
傳
言
、
李
冰
造
七
橋
、

上
應
七
星
。」（
長
老
伝
へ
て
言
ふ
、
李
冰
七
橋
を
造
り
、
上
七
星
に

応
ず
と
。）
と
あ
り
、
か
つ
て
秦
の
李
冰
が
北
斗
七
星
に
準
え
て
成
都
に

七
つ
の
橋
を
作
っ
た
と
言
い
、
李
膺
『
益
州
記
』（『
大
清
一
統
志
』
巻
二
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百
九
十
三
「
成
都
府
」
所
引
）
に
は
「
一
長
星
橋
、
今
名
萬
里
。
二
員
星

橋
、
今
名
安
樂
。
三
璣
星
橋
、
今
名
建
昌
。
四
夷
里
橋
、
今
名
笮
橋
。
五

尾
星
橋
、
今
名
禪
尼
。
六
冲
星
橋
、
今
名
永
平
。
七
曲
星
橋
、
今
名
昇
仙

橋
。」（
一
は
長
星
橋
、
今
名
は
万
里
。
二
は
員
星
橋
、
今
名
は
安
楽
。
三

は
璣
星
橋
、
今
名
は
建
昌
。
四
は
夷
里
橋
、
今
名
は
笮
橋
。
五
は
尾
星
橋
、

今
名
は
禅
尼
。
六
は
冲
星
橋
、
今
名
は
永
平
。
七
は
曲
星
橋
、
今
名
は
昇

仙
橋
。）
と
あ
っ
て
、
三
番
目
の
璣
星
橋
の
別
名
が
建
昌
橋
だ
と
い
う
。

○
韋
皋
　
七
四
五
～
八
〇
五
。
字
は
城
武
、
京
兆
万
年
（
現
在
の
陝
西
省

西
安
市
）
の
人
。
建
中
四
年
（
七
八
三
）
に
朱し
ゆ
せ
い泚
の
乱
が
起
こ
る
と
そ
れ

に
誘
わ
れ
た
が
従
わ
ず
、奉
義
軍
節
度
使
を
授
け
ら
れ
た
。
貞
元
元
年（
七

八
五
）
に
剣
南
西
川
節
度
使
と
な
り
、
そ
の
後
検
校
司
徒
兼
中
書
令
に
昇

進
、
南
康
郡
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
。『
旧
唐
書
』
巻
百
四
十
、『
新
唐
書
』
巻

百
五
十
八
に
伝
が
あ
る
。
郁
賢
皓
『
唐
刺
史
考
全
編
』（
安
徽
大
学
出
版

社
二
〇
〇
〇
年
）
に
拠
れ
ば
、
韋
皋
が
剣
南
西
川
節
度
使
で
あ
っ
た
の

は
貞
元
元
年
（
七
八
五
）
か
ら
永
貞
元
年
（
八
〇
五
）
の
こ
と
で
あ
る
の

で
、
こ
の
話
は
そ
の
間
の
話
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
○
建
昌
寺
　
益
州
に

在
っ
た
寺
院
の
名
。『
法
苑
珠
林
』
巻
九
十
六
「
捨
身
」
篇
「
感
応
縁
・

周
沙
門
釈
僧
崖
」（
大
正
蔵
二
一
二
二
）
に
益
州
の
記
事
と
し
て
「
有
沙

門
僧
育
、
在
大
建
昌
寺
門
、
見
有
火
光
。」（
沙
門
僧
育
有
り
、
大
建
昌
寺

の
門
に
在
り
て
、
火
光
有
る
を
見
る
。）
と
あ
る
。
○
『
戎
幕
閑
談
』　

韋
絢
（
七
九
六
～
？
）
の
撰
。
唐
代
の
異
聞
雑
事
を
記
す
が
、
蜀
の
内
容

が
多
い
。
唐
代
の
政
治
家
・
李
徳
裕
の
命
令
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
、
人
臣

の
運
命
に
つ
い
て
の
記
事
が
多
い
。『
類
説
』
な
ど
に
節
略
本
の
み
が
残

る
。

〔
訳
文
〕

　

蜀
の
費
鶏
師
は
、
将
来
の
こ
と
を
知
り
、
人
の
た
め
に
お
祓
い
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
邛
州
に
い
る
こ
と
が
多
く
、
蜀
の
人
は
皆
彼
を
神
の
よ

う
に
あ
が
め
て
い
た
。

　

あ
る
時
一
人
の
僧
が
言
う
に
は
、
先
頃
双
流
県
の
保
唐
寺
で
、
張
二
師

と
い
う
僧
が
僧
房
を
見
回
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
住
む
者
が
い
な
い
僧
院
が

あ
る
の
を
見
つ
け
て
、
そ
こ
に
住
も
う
と
思
っ
た
。
家
の
者
を
連
れ
て
き

て
掃
除
し
て
い
た
際
、
柱
の
上
で
小
さ
い
瓶
を
一
つ
見
つ
け
た
。
張
二
師

が
そ
れ
を
見
た
と
こ
ろ
、
蛇
が
一
匹
瓶
の
中
に
居
る
の
が
見
え
た
の
で
、

瓶
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
外
に
出
し
た
。
長
さ
は
大
体
一
尺
（
三
一
．
一
㎝
）、

斑
の
模
様
が
あ
っ
て
、
五
色
が
皆
備
わ
っ
て
い
た
。
杖
で
触
っ
て
み
る
と
、

触
る
の
に
合
わ
せ
て
長
く
な
っ
た
。
人
々
は
皆
驚
い
た
。
張
二
師
は
こ
れ

を
挟
み
取
り
、
寺
の
外
に
持
っ
て
行
か
せ
た
。
持
っ
て
行
く
時
、
何
か
に

触
れ
る
た
び
に
大
き
く
な
っ
て
一
丈
（
三
．
一
一
ｍ
）
余
り
に
な
り
、
ま

る
で
屋
根
の
垂
木
の
よ
う
だ
っ
た
。
二
人
で
担
い
で
や
っ
と
持
ち
上
が
っ

た
。
運
ぶ
者
は
ま
す
ま
す
恐
れ
、
見
物
人
は
ま
す
ま
す
多
く
な
っ
た
。
寺

か
ら
二
、
三
里
（
一
里
＝
五
五
九
．
八
ｍ
）
程
離
れ
た
が
、
あ
ち
こ
ち
で

揺
り
動
か
す
た
び
に
大
き
く
な
る
の
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
人
々
は
ま
す

ま
す
怖
く
な
り
、
そ
こ
で
こ
の
蛇
を
打
ち
殺
し
て
し
ま
っ
た
。

　

翌
日
の
午
の
時
（
正
午
）、
こ
の
寺
に
虹
が
現
れ
た
。
僧
が
用
事
で
臨

邛
に
や
っ
て
来
て
お
り
、
費
鶏
師
に
会
っ
て
こ
の
こ
と
を
話
し
た
。
費
鶏

師
は
「
お
前
達
は
竜
女
を
殺
し
た
の
か
。
張
二
師
と
お
前
の
寺
の
僧
達
は
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皆
き
っ
と
死
ぬ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。」
と
言
っ
た
。
そ
の
後
、
結
局

費
鶏
師
の
言
葉
通
り
に
な
っ
た
。
そ
の
他
の
霊
験
は
書
き
切
れ
な
い
程
で

あ
る
。
結
局
如
何
な
る
術
で
あ
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

　

韋
絢
の
長
兄
は
杜
元
穎
の
従
事
と
な
っ
た
。
そ
の
弟
妹
が
皆
費
鶏
師
の

こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
、
長
兄
は
都
に
居
て
も
費
鶏
師
の
こ
と
を
よ
く

知
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
自
ら
臨
邛
に
や
っ
て
来
る
と
、
費
鶏
師
の
術
に
つ

い
て
尋
ね
た
。
病
人
が
い
る
と
い
う
知
ら
せ
が
来
た
ら
、
費
鶏
師
は
す
ぐ

に
鶏
を
一
羽
抱
い
て
行
く
。
そ
の
家
の
入
り
口
ま
で
来
た
ら
、
そ
の
鶏
に

ま
じ
な
い
を
か
け
て
家
の
中
に
入
ら
せ
、
病
人
の
と
こ
ろ
ま
で
行
か
せ
る
。

鶏
が
家
の
中
に
入
っ
て
死
ん
だ
ら
、
病
人
は
治
る
。
鶏
が
家
か
ら
出
て
き

た
ら
、
病
人
は
起
き
上
が
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
時
の
人
々
は
そ
こ
で
彼

を
費
鶏
師
と
呼
ん
だ
。

　

ま
た
石
こ
ろ
を
病
人
の
腹
の
上
に
置
き
、
術
を
使
い
印
を
結
ん
だ
。
そ

の
石
こ
ろ
が
割
れ
た
ら
、
そ
の
人
も
起
き
上
が
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま

た
呪
符
を
書
く
こ
と
も
で
き
た
。
ま
ず
呪
符
を
焼
い
て
灰
に
し
、
湯
や
水

に
溶
か
し
、
人
に
こ
れ
を
飲
ま
せ
る
。
す
ぐ
に
吐
き
戻
さ
せ
る
と
、
そ
の

呪
符
は
元
の
焼
く
前
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
町
の
南
の
建
昌
橋
の
下
、
そ
の
南
岸
に
は
以
前
竜
の
住
処
の
洞
窟

が
あ
っ
た
と
い
う
。
毎
年
い
つ
も
人
に
危
害
を
与
え
、
馬
ご
と
溺
れ
る
者

も
い
た
。
ま
る
で
わ
し
づ
か
み
に
し
て
水
中
に
引
き
ず
り
込
む
か
の
よ
う

で
あ
っ
た
。
韋
皋
の
時
、
そ
の
辺
り
に
石
を
数
万
個
運
び
込
ん
だ
が
、
し

ば
ら
く
す
る
と
石
は
消
え
て
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
道
士
に

命
じ
て
簡
策
を
投
げ
込
ま
せ
て
土
で
埋
め
立
て
た
と
こ
ろ
、
や
っ
と
埋
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
か
ら
竜
の
住
処
の
洞
窟
は
建
昌
寺
の
仏
殿
の
下

に
移
り
、
西
の
渡
り
廊
下
の
竜
が
住
む
井
戸
と
繋
が
っ
て
い
た
。
そ
し
て

建
昌
橋
の
下
で
は
し
ば
し
ば
人
に
被
害
は
出
る
も
の
の
、
酷
く
は
な
く

な
っ
た
。
役
人
に
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
か
つ
て
は
人
も
馬
も
こ
の
辺
り

で
溺
れ
た
ら
、
し
ば
ら
く
し
て
真
っ
白
く
な
っ
た
遺
体
が
浮
か
ん
で
来
た
。

そ
の
血
が
吸
い
尽
く
さ
れ
て
か
ら
遺
体
が
浮
か
び
出
る
の
だ
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。

○
69
「
汾
水
老
姥
」

〔
本
文
〕

　

汾
水
邊
有
一
老
姥
獲
一
赤
頳
鯉
。
顏
色
異
常
、
不
與
衆
魚
同
。
既
携
歸
、

老
姥
憐
惜
、
且
奇
之
。
鑿
一
小
池
、
汲
水
養
之
。

　

經
月
餘
後
、
忽
見
雲
霧
興
起
、
其
頳
鯉
即
騰
躍
。
逡
巡
之
閒
、
乃
漸
昇

霄
漢
、
其
水
池
即
竭
。
至
夜
、
又
復
來
如
故
。
人
見
之
者
甚
驚
訝
、
以
爲

妖
怪
。
老
姥
恐
爲
禍
、
頗
追
悔
焉
。
遂
親
至
小
池
邊
祷
祝
曰
、「
我
本
惜

爾
命
、
容
爾
生
、
反
欲
禍
我
耶
。」
言
纔
絶
、
其
頳
鯉
躍
起
。
雲
從
風
至
、

即
入
汾
水
。
唯
空
中
遺
下
一
珠
。
如
彈
丸
、
光
晶
射
入
。
其
老
姥
得
之
、

衆
人
不
敢
取
。

　

後
五
年
、
老
姥
長
子
患
風
、
病
漸
篤
、
醫
莫
能
療
。
老
姥
甚
傷
、
忽
意

取
是
珠
、
以
召
良
醫
。
其
珠
忽
化
爲
一
丸
丹
。
老
姥
曰
、「
此
頳
鯉
遺
我
、

以
救
我
子
。
答
我
之
惠
也
。」
遂
與
子
服
之
、其
病
尋
愈
。（
出
『
瀟
湘
録
』）

〔
訓
読
〕

　

汾
水
の
辺ほ
と
り

に
一
老
姥
有
り
一
赤せ
き
て
い頳
の
鯉
を
獲
た
り
。
顔
色
常
と
異
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な
り
、
衆
魚
と
同
じ
か
ら
ず
。
既
に
携
へ
て
帰
る
に
、
老
姥
憐
惜
し
、

且
つ
之
を
奇
と
す
。
一
小
池
を
鑿う
が

ち
、
水
を
汲
み
て
之
を
養
ふ
。

　

月
余
を
経
し
後
、
忽
ち
雲
霧
興
起
し
、
其
の
頳
鯉
即
ち
騰
躍
す
る
を

見
る
。
逡
巡
の
間
に
し
て
、
乃
ち
漸
く
霄
漢
に
昇
り
、
其
の
水
池
即
ち
竭つ

く
。
夜
に
至
り
、
又
た
復
た
来
り
て
故も
と

の
如
し
。
人
の
之
を
見
る
者
甚

だ
驚
き
訝
り
、
以
て
妖
怪
と
為
す
。
老
姥
禍
ひ
を
為
さ
ん
こ
と
を
恐
れ
、

頗
る
追
悔
す
。
遂
に
親み
づ
か

ら
小
池
の
辺
り
に
至
り
て
祷
祝
し
て
曰
く
、「
我 

本
爾
が
命
を
惜
し
み
、
爾
が
生
を
容ゆ
る

す
に
、
反
っ
て
我
に
禍
ひ
せ
ん
と

欲
す
る
か
」と
。
言
纔わ
づ

か
に
絶
え
、
其
の
頳
鯉
躍
起
す
。
雲
従
ひ
風 

至
り
、
即
ち
汾
水
に
入
る
。
唯
だ
空
中
よ
り
一
珠
を
遺お
く

り
下
す
。
弾
丸

の
如
く
、
光
晶
射
入
す
。
其
の
老
姥
之
を
得
、
衆
人
敢
へ
て
取
ら
ず
。

　

後
五
年
、
老
姥
の
長
子
風
を
患
ひ
、
病
漸
く
篤
く
、
医
能
く
療い
や

す

莫
し
。
老
姥
甚
だ
傷
み
、
忽
ち
是
の
珠
を
取
り
、
以
て
良
医
を
召
さ
ん

と
意お
も

ふ
。
其
の
珠
忽
ち
化
し
て
一
丸
丹
と
為
る
。
老
姥
曰
く
、「
此
頳

鯉
我
に
遺
り
、
以
て
我
が
子
を
救
は
し
む
。
我
の
恵
み
に
答
ふ
る
な
り
」

と
。
遂
に
子
に
与
へ
て
之
を
服
せ
し
む
れ
ば
、
其
の
病
尋
い
で
愈
ゆ
。

〔
語
注
〕

○
汾
水
　
川
の
名
。
山
西
省
寧
武
県
に
源
を
発
し
、
山
西
盆
地
を
貫
流
し

て
黄
河
に
注
ぐ
。
○
頳
　
あ
か
。
色
を
重
ね
た
赤
。
○
風
　
中
国
の
伝
統

医
学
の
病
の
一
つ
。
外
部
か
ら
の
良
く
な
い
風
を
受
け
て
発
す
る
病
。
六

淫
（
風
・
寒
・
暑
・
湿
・
燥
・
火
）
の
一
つ
。
○
『
瀟
湘
録
』　
晩
唐
・

柳
祥
撰
、
晩
唐
・
李
隠
撰
の
二
書
が
あ
る
。
書
目
類
で
は
十
巻
と
す
る
が
、

現
在
は
輯
本
一
巻
の
み
。

〔
訳
文
〕

　

汾
水
の
ほ
と
り
の
老
婆
が
赤
鯉
を
一
匹
捕
ま
え
た
。
そ
の
色
は
他
の
魚

と
は
全
く
違
っ
て
い
た
。
こ
の
鯉
を
持
っ
て
帰
る
と
、
老
姥
は
心
引
か
れ

て
珍
し
く
思
い
、
小
さ
な
池
を
掘
る
と
水
を
入
れ
て
飼
う
こ
と
に
し
た
。

　

一
月
程
経
つ
と
、
突
然
雲
や
霧
が
沸
き
起
こ
り
、
そ
の
赤
鯉
が
飛
び
上

が
る
の
を
見
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
鯉
は
段
々
空
に
昇
っ
て
い
き
、
池
の

水
は
無
く
な
っ
て
い
た
。
夜
に
な
る
と
赤
鯉
は
戻
っ
て
き
て
池
も
元
通
り

に
な
っ
た
。
そ
れ
を
見
て
い
た
人
は
非
常
に
驚
き
、
怪
異
で
あ
る
と
思
っ

た
。
老
婆
は
災
い
が
起
こ
る
こ
と
を
恐
れ
、
赤
鯉
を
助
け
た
こ
と
を
非
常

に
後
悔
し
た
。
そ
し
て
自
ら
小
池
の
ほ
と
り
に
行
く
と
、「
私
は
元
々
お

前
の
命
を
惜
し
ん
で
生
き
る
こ
と
を
許
し
た
と
い
う
の
に
、
か
え
っ
て
私

に
災
い
を
も
た
ら
そ
う
と
い
う
の
か
。」
と
祈
っ
た
。
言
葉
が
終
わ
る
と

す
ぐ
に
そ
の
赤
鯉
が
跳
び
上
が
っ
た
。
雲
と
風
が
沸
き
起
こ
り
、
汾
水
へ

と
入
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
空
中
か
ら
珠
が
一
つ
贈
ら
れ
て
き
た
。
珠
は

は
じ
き
弓
の
弾
の
よ
う
で
、
放
た
れ
た
輝
き
が
周
囲
に
突
き
刺
さ
ら
ん
ば

か
り
で
あ
っ
た
。
老
婆
は
そ
の
珠
を
手
に
入
れ
た
が
、
他
の
人
達
は
手
を

出
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

　

五
年
後
、
老
婆
の
長
子
が
風
疾
を
患
っ
た
。
病
状
は
段
々
悪
化
し
、
医

者
も
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
老
婆
は
非
常
に
悲
し
み
、
ふ
と

こ
の
珠
を
取
り
出
し
て
、
そ
れ
で
良
い
医
者
を
呼
ぼ
う
と
思
っ
た
。
す
る

と
突
然
珠
が
一
粒
の
丸
薬
に
な
っ
た
。
老
婆
は
「
こ
れ
は
私
が
子
供
を
助

け
る
た
め
に
、
赤
鯉
が
私
に
贈
っ
た
も
の
だ
。
私
の
施
し
に
応
え
た
の

だ
。」
と
言
っ
た
。
そ
し
て
長
子
に
服
用
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
病
は
ま
も
な
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く
癒
え
た
。

○
70
「
李
宣
」

〔
本
文
〕

　

李
宣
宰
陽
縣
、
縣
左
有
潭
。
傳
有
龍
居
、
而
鱗
物
尤
美
。
李
之
子
惰
學
、

愛
釣
術
、
日
住
潭
上
。
一
旦
龍
見
、
滿
潭
火
發
。
如
舒
錦
被
。
李
子
褫
魄
、

委
竿
而
走
。
蓋
釣
術
多
以
煎
燕
爲
餌
、
果
發
龍
之
嗜
慾
也
。（
出
『
北
夢

瑣
言
』）

〔
訓
読
〕

　

李
宣
陽
県
を
宰
つ
か
さ
ど

る
に
、
県
左
に
潭
有
り
。
伝
ふ
る
に
竜
居
有
り
、

而
し
て
鱗
物
尤
も
美
し
。
李
の
子
学
を
惰
り
、
釣
術
を
愛
し
、
日ひ

び
潭

上
に
住と
ど

ま
る
。
一
旦
竜
見あ
ら
は

れ
、
満
潭
火
発
す
。
錦
被
を
舒の

ぶ
る
が

如
し
。
李
子
褫ち
は
く魄
せ
ら
れ
、
竿
を
委す

て
て
走に

ぐ
。
蓋
し
釣
術
多
く
煎
燕

を
以
て
餌
と
為
せ
ば
、
果
た
し
て
竜
の
嗜
慾
を
発
す
る
な
り
。

〔
語
注
〕

○
李
宣
　
未
詳
。『
旧
唐
書
』
に
は
万
年
県
令
、
屯
田
郎
中
、
忠
州
刺
史

で
あ
っ
た
人
物
李
宣
の
記
載
が
あ
る
が
、
こ
の
人
で
あ
る
か
は
分
か
ら
な

い
。
仮
に
こ
の
人
物
で
あ
る
な
ら
、
彼
が
忠
州
刺
史
と
な
っ
た
の
は
元
和

十
一
年
（
八
一
六
）
の
こ
と
な
の
で
、
中
唐
頃
の
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

○
陽
縣
　
未
詳
。
○
左
　
ひ
が
し
。
南
面
し
て
左
側
の
方
向
。
○
鱗
物
　

魚
や
蛇
な
ど
の
う
ろ
こ
の
あ
る
動
物
。
○
褫
魄
　
お
ど
ろ
か
す
。
○
煎
燕

爲
餌
果
發
龍
之
嗜
慾
也
　
竜
が
焼
い
た
燕
を
好
む
と
い
う
話
は
、「
震
沢

洞
」（
巻
四
百
十
八
「
竜
」
部
・
出
『
梁
四
公
記
』）
に
も
見
ら
れ
る
。
○

『
北
夢
瑣
言
』　
二
十
巻
。
宋
の
孫
光
憲
の
撰
。
主
と
し
て
唐
末
、
五
代

の
軼
事
を
載
せ
て
い
る
。
北
夢
の
称
は
光
憲
が
初
め
高
季
興
に
従
っ
て
荊

州
の
雲
夢
沢
（
現
在
の
湖
北
省
雲
夢
県
一
帯
）
の
北
に
い
た
の
に
よ
っ
て

い
る
。
こ
の
話
は
『
北
夢
瑣
言
』（
中
華
書
局
点
校
本
二
〇
〇
二
年
）
逸

文
巻
四
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

〔
訳
文
〕

　

李
宣
が
陽
県
を
治
め
て
い
た
頃
、
県
の
東
に
淵
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は

竜
の
住
処
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
立
派
な
鱗
あ
る
生
き
物
が
住
ん
で

い
た
。
李
宣
の
子
は
学
問
を
せ
ず
に
釣
り
を
好
み
、
毎
日
淵
の
辺
り
に
出

か
け
て
い
た
。
あ
る
日
突
然
竜
が
現
れ
て
淵
は
火
の
海
と
な
り
、
錦
の
布

団
を
広
げ
た
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
李
宣
の
子
は
魂た
ま

消げ

て
、
竿
を
放
り
投

げ
て
逃
げ
出
し
た
。
思
う
に
釣
り
で
は
焼
き
燕
を
餌
と
す
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
竜
の
食
欲
を
そ
そ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

○
71
「
濛
陽
湫
」

〔
本
文
〕

　

彭
州
蒙
陽
縣
界
、
地
名
淸
流
、
有
一
湫
。
鄕
俗
云
、「
此
湫
龍
與
西
山

慈
母
池
龍
爲
昏
、
毎
歳
一
會
。」

　

新
繁
人
王
叡
乃
博
物
者
、
多
所
辨
正
、
嘗
鄙
之
。（
嘗
鄙
之
原
作
當
鄙
。

據
北
夢
瑣
言
（
雲
自
在
龕
叢
書
本
）
改
。）
秋
雨
後
經
過
此
湫
、
乃
遇
西

邊
雷
雨
冥
晦
、
狂
風
拔
樹
。
王
叡
縶
馬
障
樹
而
避
。
須
臾
、
雷
電
之
勢
、

止
於
湫
上
、
倏
然
而
霽
、
天
無
纖
雲
。
詰
彼
居
人
、
正
符
前
説
也
。

　

雲
安
縣
西
有
小
湯
溪
。
土
俗
云
、「
此
溪
龍
與
雲
安
溪
龍
爲
親
。」
此
乃
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不
經
之
談
也
。
或
一
日
、
風
雷
自
小
湯
溪
、
循
蜀
江
中
而
下
。（
下
原
作

不
。
據
陳
校
本
改
。）
至
雲
安
縣
、
雲
物
回
薄
、
入
溪
中
。
疾
電
狂
霆
誠

可
畏
。
有
柳
毅
洞
庭
之
事
、
與
此
相
符
。
小
湯
之
事
自
目
睹
。（
原
闕
出

處
。
明
鈔
本
作
出
『
北
夢
瑣
言
』）

〔
訓
読
〕

　

彭
州
蒙
陽
県
の
界
、
地
の
名
は
清
流
に
、
一
湫
有
り
。
郷
俗
に
云
ふ
、

「
此
の
湫
の
竜
と
西
山
慈
母
池
の
竜
と
昏
を
為
し
、
毎
歳
一
た
び
会
ふ
」

と
。

　

新
繁
の
人
王
叡
は
乃
ち
博
物
の
者
に
し
て
、
辨
正
す
る
所
多
く
、
嘗つ
ね

に
之
を
鄙い
や

し
む
。
秋
雨
の
後
此
の
湫
を
経
過
し
、
乃
ち
西
辺
に
雷
雨
冥

晦
し
、
狂
風
樹
を
抜
く
に
遇
ふ
。
王
叡
馬
を
縶
ぎ
樹
を
障
に
し
て
避
く
。

須
臾
に
し
て
、
雷
電
の
勢
、
湫
上
に
止
ま
り
、
倏
然
と
し
て
霽は

れ
、
天
に

繊
雲
無
し
。
彼
の
居
人
に
詰と

ふ
に
、
正
に
前
説
に
符あ

ふ
な
り
。

　

雲
安
県
の
西
に
小
湯
渓
有
り
。
土
俗
に
云
ふ
、「
此
の
渓
の
竜
と
雲
安

渓
の
竜
と
親
と
為
る
」
と
。
此
乃
ち
不
経
の
談
な
り
。
或
い
は
一
日
、

風
雷
小
湯
渓
よ
り
、
蜀
江
中
に
循し
た
が

ひ
て
下
る
。
雲
安
県
に
至
り
、
雲
物 

回
薄
し
、
渓
中
に
入
る
。
疾
電
狂
霆
誠
に
畏
る
べ
し
。
柳
毅
洞
庭
の
事

有
り
、
此
と
相
符
ふ
。
小
湯
の
事
自
ら
目
睹
す
。

〔
語
注
〕

○
彭
州
　
現
在
の
四
川
省
成
都
市
彭
州
市
一
帯
。
○
蒙
陽
縣
　
現
在
の
四

川
省
雅
安
市
名
山
区
。
○
淸
流
　
川
の
名
。
四
川
省
内
江
市
の
東
南
。
○

湫
　
池
。
水
た
ま
り
。
○
慈
母
池
　
未
詳
。
○
昏
　
結
婚
。「
婚
」
に
同

じ
。
○
新
繁
　
県
の
名
。
現
在
の
四
川
省
成
都
市
新
都
区
。
○
王
叡
　
元

和
年
間
（
八
〇
六
～
八
二
〇
）
以
降
の
人
に
『
炙
轂
子
』
三
十
巻
を
著
し

た
李
叡
が
い
る
が
、
こ
の
人
物
で
あ
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
博
学

の
士
と
し
て
知
ら
れ
、
前
蜀
・
杜
光
庭
『
神
仙
感
遇
伝
』
巻
一
「
王
叡
」

に
「
進
士
王
叡
、
漁
經
獵
史
之
士
也
。
孜
孜
矻
矻
、
窮
古
人
之
所
未
窮
、

得
先
儒
之
所
未
得
、
著
『
炙
轂
子
』
三
十
卷
。
六
經
得
失
、
史
册
差
謬
、

未
有
不
鍼
其
膏
而
藥
其
肓
矣
。
所
有
二
種
之
篇
、
釋
喩
之
説
、
則
古
人
高

識
洞
鑑
之
士
、
有
所
不
逮
焉
。」（
進
士
王
叡
は
、
漁
経
猟
史
の
士
な
り
。

孜し

孜し

矻こ
つ

矻こ
つ

と
し
て
、
古
人
の
未
だ
窮
め
ざ
る
所
を
窮
め
、
先
儒
の
未
だ
得

ざ
る
所
を
得
、『
炙
轂
子
』
三
十
巻
を
著
す
。
六
経
の
得
失
、
史
冊
の
差

謬
、
未
だ
其
の
膏
に
鍼
し
て
其
の
肓
に
薬
せ
ず
ん
ば
有
ら
ず
。
有
す
る
所

の
二
種
の
篇
、
釈
喩
の
説
、
則
ち
古
人
高
識
洞
鑑
の
士
も
、
逮お
よ

ば
ざ
る
所

有
り
。）
と
あ
る
。
○
雲
安
縣
　
県
の
名
。
現
在
の
重
慶
市
雲
陽
県
。
○

小
湯
溪
　
湯
渓
の
支
流
か
。
湯
渓
は
現
在
の
重
慶
市
雲
陽
県
東
北
を
流
れ

る
湯
渓
河
の
こ
と
。『
華
陽
国
志
』
巻
一
「
巴
志
」
に
「
胊
忍
縣
、…
（
中

略
）
…
有
巴
鄕
名
酒
、
靈
壽
木
橘
圃
、
鹽
井
、
靈
龜
。
湯
溪
鹽
井
、
粒
大

者
方
寸
。」（
胊く

忍じ
ん

県
、
…
（
中
略
）
…
巴
郷
の
名
酒
、
霊
寿
木
の
橘
圃
、

塩
井
、
霊
亀
有
り
。
湯
渓
の
塩
井
は
、
粒
大
な
る
者
方
寸
。）
と
あ
る
。

○
雲
安
溪
　
未
詳
。
雲
安
県
を
流
れ
る
谷
川
の
名
か
。
○
不
經
之
談
　
根

拠
が
無
く
通
常
の
理
屈
に
合
わ
な
い
話
。『
史
記
』
巻
七
十
四
「
孟
子
荀

卿
列
伝
」
に
「
乃
深
觀
陰
陽
消
息
而
作
怪
迂
之
變
、
終
始
、
大
聖
之
篇
十

餘
萬
言
。
其
語
閎
大
不
經
、必
先
驗
小
物
、推
而
大
之
、至
於
無
垠
。」（
乃

ち
深
く
陰
陽
の
消
息
を
観
て
怪
迂
の
変
、
終
始
大
聖
の
篇
十
余
万
言
を
作

る
。
其
の
語
閎く
わ
う

大だ
い

不
経
に
し
て
、
必
ず
先
づ
小
物
を
験
し
、
推
し
て
之
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を
大
に
し
、
無む

垠ぎ
ん

に
至
る
。）
と
あ
る
。
○
蜀
江
　
長
江
の
う
ち
、
蜀
（
現

在
の
四
川
省
）
の
中
を
流
れ
る
部
分
の
名
。
○
回
薄
　
ぐ
る
ぐ
る
回
る
。

○
柳
毅
洞
庭
之
事
　
い
わ
ゆ
る
「
柳
毅
伝
」
の
こ
と
。「『
太
平
広
記
』
訳

注　

―
巻
四
百
十
九
「
龍
」
二
（
上
）（
下
）
―
」（『
国
語
国
文
学
研
究
』

第
四
十
五
号
・
第
四
十
六
号　

二
〇
一
〇
年
・
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。

唐
代
に
は
「
柳
毅
伝
」
の
物
語
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
例
え
ば

『
伝
奇
』「
蕭
曠
」（『
広
記
』
巻
三
百
十
一
「
神
」
部
所
引
）
に
は
「
曠

因
語
織
綃
曰
、
近
日
人
世
或
傳
柳
毅
靈
姻
之
事
。
有
之
乎
。
女
曰
、
十
得

其
四
五
爾
。
餘
皆
飾
詞
。
不
可
惑
也
。」（
曠
因
り
て
織
綃
に
語
り
て
曰

く
、「
近
日
人
世
に
或
い
は
柳
毅
霊
姻
の
事
を
伝
ふ
。
之
有
る
か
」
と
。

女
曰
く
、「
十
に
其
の
四
五
を
得
た
る
の
み
。
余
り
は
皆
飾
詞
な
り
。
惑

ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
。）
と
あ
り
、
魯
迅
は
『
唐
宋
伝
奇
集
』「
稗
辺

小
綴
」
で
、
同
じ
く
唐
代
小
説
「
霊
応
伝
」
は
「
柳
毅
伝
」
の
影
響
を
強

く
受
け
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
明
・
胡
応
麟『
少
室
山
房
筆
叢
』

巻
三
十
六
「
二
酉
綴
遺
」
中
に
「
唐
人
小
説
如
柳
毅
傳
書
洞
庭
事
、
極
鄙

誕
不
根
、
文
士
亟
當
唾
去
、
而
詩
人
往
往
好
用
之
。
夫
詩
中
用
事
、
本
不

論
虚
實
。
然
此
事
特
誑
而
不
情
、
造
言
者
至
此
亦
橫
議
可
誅
者
也
。
何
仲

默
毎
戒
人
用
唐
宋
事
、
而
有
舊
井
潮
深
柳
毅
祠
之
句
、
亦
大
鹵
莽
。
今
特

拈
出
、
爲
學
詩
之
鑑
。」（
唐
人
小
説
の
柳
毅
書
を
洞
庭
に
伝
ふ
る
の
事

の
如
き
は
、
極
め
て
鄙
誕
不
根
に
し
て
、
文
士
亟す
み
や

か
に
当
に
唾
去
す
べ

き
に
、
而
る
に
詩
人
往
往
に
し
て
好
み
て
之
を
用
ふ
。
夫
れ
詩
中
に
事

を
用
ふ
る
は
、
本
虚
実
を
論
ぜ
ず
。
然
れ
ど
も
此
の
事
特
に
誑い
つ
は

り
て

情
あ
ら
ず
、
言
を
造
る
者
此
に
至
り
て
亦
た
横
議
し
て
誅
す
べ
き
者
な

り
。
何
仲
黙
毎つ
ね

に
人
の
唐
宋
の
事
を
用
ふ
る
を
戒
む
る
に
、而
る
に
「
旧

井
潮
深
し
柳
毅
の
祠
」
の
句
有
る
は
、
亦
た
大
い
に
鹵
莽
な
り
。
今

特
に
拈
出
し
、
詩
を
学
ぶ
の
鑑
と
為
す
。）
と
あ
り
、
批
判
的
な
が
ら
も

「
柳
毅
伝
」
が
後
世
の
詩
詞
の
題
材
に
も
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
○
『
北
夢
瑣
言
』　
二
十
巻
。
宋
の
孫
光
憲
の
撰
。
主
と
し
て
唐
末
、

五
代
の
軼
事
を
載
せ
て
い
る
。
北
夢
の
称
は
光
憲
が
初
め
高
季
興
に
従
っ

て
荊
州
の
雲
夢
沢
（
現
在
の
湖
北
省
雲
夢
県
一
帯
）
の
北
に
い
た
の
に

よ
っ
て
い
る
。
こ
の
話
は
『
北
夢
瑣
言
』（
中
華
書
局
点
校
本
二
〇
〇
二

年
）
逸
文
巻
四
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

〔
訳
文
〕

　

彭
州
蒙
陽
県
の
県
境
、
清
流
と
い
う
と
こ
ろ
に
池
が
一
つ
あ
る
。
そ
の

土
地
で
は
こ
の
池
の
竜
と
西
山
慈
母
池
の
竜
が
結
婚
し
、
毎
年
一
回
会
う

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

新
繁
の
人
王
叡
は
博
学
で
物
事
の
誤
り
を
正
す
事
が
多
く
、
つ
ね
づ
ね

こ
の
よ
う
な
話
を
馬
鹿
に
し
て
い
た
。
秋
雨
の
後
に
こ
の
池
に
通
り
か

か
っ
た
時
、
西
の
方
が
雷
雨
で
真
っ
暗
に
な
り
、大
風
で
樹
が
倒
れ
る
の

に
出
く
わ
し
た
。
王
叡
は
馬
を
繋
い
で
樹
を
盾
に
し
て
や
り
過
ご
し
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
雷
の
勢
い
が
収
ま
っ
て
池
の
上
に
留
ま
っ
た
か
と
思

う
と
、
突
然
晴
れ
上
が
っ
て
空
に
は
薄
雲
す
ら
無
く
な
っ
た
。
土
地
の
住

人
に
聞
い
て
み
る
と
、
前
の
話
と
ぴ
っ
た
り
符
合
し
て
い
る
の
だ
っ
た
。

　

雲
安
県
の
西
に
小
湯
渓
が
あ
る
。
当
地
で
は
こ
の
谷
川
の
竜
と
雲
安
渓

の
竜
は
親
戚
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
根
拠
の
無
い
話
で
あ

る
。
あ
る
日
、
風
と
雷
が
小
湯
渓
か
ら
蜀
江
に
沿
っ
て
降
っ
て
い
っ
た
。
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雲
安
県
ま
で
行
く
と
、
雲
は
ぐ
る
ぐ
る
と
回
っ
て
谷
川
の
中
に
入
っ
て

い
っ
た
。
素
早
く
激
し
い
雷
は
ま
こ
と
に
恐
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
柳
毅

が
洞
庭
湖
に
婿
入
り
し
た
と
い
う
話
は
こ
の
話
と
符
合
す
る
。
小
湯
渓
の

こ
と
は
私
が
こ
の
目
で
目
撃
し
た
も
の
で
あ
る
。

○
72
「
鹽
井
龍
」

〔
本
文
〕

　

王
蜀
時
、
虁
州
大
昌
鹽
井
水
中
往
往
有
龍
。
或
白
或
黄
、
鱗
鬣
光
明
。

攪
之
不
動
、
唯
沮
（
沮
原
作
柤
。
據
北
夢
瑣
言
改
。）
沫
而
已
。
彼
人
不

以
爲
異
。
近
者
秭
歸
永
濟
井
鹵
槽
、
亦
有
龍
蟠
、
與
大
昌
者
無
異
。
識
者

曰
、「
龍
之
爲
靈
瑞
也
、
負
圖
以
昇
天
。
今
乃
見
於
鹵
中
、
豈
能
雲
行
雨

施
乎
。」

　

雲
安
縣
漢
成
宮
絶
頂
、
有
天
池
深
七
八
丈
。
其
中
有
物
如
蜥
蜴
、
長
咫

尺
、
五
色
備
具
、
躍
於
水
面
。
象
小
龍
也
。
有
高
遇
者
爲
刺
史
、
詣
宮
設

醮
、
忽
浮
出
。
或
問
監
官
李
德
符
曰
、「
是
何
祥
也
。」
符
曰
、「
某
自
生

長
於
此
、
且
未
常
見
漢
成
池
中
之
物
。
高
既
無
善
政
、
諂
佛
佞
神
、
亦
已

至
矣
。
安
可
定
其
是
非
也
。」

　

夷
陵
淸
江
有
狼
山
潭
、
其
中
有
龍
。
土
豪
李
務
求
祷
而
事
之
。
往
見
錦

（
江
有
狼
山
潭
至
往
見
錦
二
十
一
字
原
闕
。
據
明
鈔
本
、
陳
校
本
補
。）

衾
覆
水
、
或
浮
出
大
木
、
橫
塞
水
面
。
號
爲
龍
巣
。
遂
州
高
棟
溪
潭
、
毎

歳
龍
見
。
一
如
狼
山
之
事
。（
出
『
北
夢
瑣
言
』）

〔
訓
読
〕

　

王
蜀
の
時
、
虁き
し
う州
大
昌
塩
井
水
中
に
往
往
に
し
て
竜
有
り
。
或
い
は

白
或
い
は
黄
、
鱗り
ん

鬣れ
ふ

光
明
あ
り
。
之
を
撹み
だ

す
も
動
か
ず
、
唯
だ
沫あ
わ

を
沮も

ら
す
の
み
。
彼
の
人
以
て
異
と
為
さ
ず
。
近
き
者
は
秭し

帰き

永
済
の
井せ
い
ろ
さ
う

鹵
槽

も
、
亦
た
竜
の
蟠
わ
だ
か
ま

る
有
り
、
大
昌
の
者
と
異
な
る
無
し
。
識
る
者
曰
く
、

「
竜
の
霊
瑞
為
る
や
、
図
を
負
ひ
て
以
て
天
に
昇
る
。
今
乃
ち
鹵
中
に
見あ
ら
は

る
れ
ば
、
豈
に
能
く
雲
行
き
雨
施
さ
れ
ん
や
」
と
。

　

雲
安
県
漢
成
宮
の
絶
頂
に
、
天
池
の
深
さ
七
八
丈
な
る
有
り
。
其
の
中

に
物
の
蜥と
か
げ蜴
の
如
き
有
り
、
長た
け

咫し
せ
き尺
、
五
色
備つ
ぶ
さ

に
具
は
り
、
水
面
に

躍
る
。
小
竜
に
象か
た
ど

る
な
り
。
高
遇
な
る
者
有
り
刺
史
と
為
り
、
宮
に
詣い
た

り
醮せ
う

を
設
く
れ
ば
、
忽
ち
浮
き
出
づ
。
或
い
は
監
官
李
徳
符
に
問
ひ
て
曰

く
、「
是
何
の
祥
な
る
か
」
と
。
符
曰
く
、「
某わ
れ

此
に
生
長
し
て
よ
り
、

且
つ
未
だ
常か
つ

て
漢
成
池
中
の
物
を
見
ず
。
高
既
に
善
政
無
く
、
仏
に
諂へ
つ
ら

ひ
神
に
佞お
も
ね

る
に
、
亦
た
已
に
至
る
。
安い
づ

く
ん
ぞ
其
の
是
非
を
定
む
べ
け

ん
や
」
と
。

　

夷
陵
清
江
に
狼
山
潭
有
り
、
其
の
中
に
竜
有
り
。
土
豪
李
務
祷
り
て

之
に
事
へ
ん
こ
と
を
求
む
。
往
き
て
見
る
に
錦
衾
水
を
覆
ひ
、
或
い
は

大
木
を
浮
き
出
だ
し
、
横
ほ
し
い
ま
ま

に
水
面
を
塞
ぐ
。
号
し
て
竜
巣
と
為
す
。

遂
州
の
高
棟
渓
潭
、
毎
歳
竜
見あ
ら

は
る
。
一
に
狼
山
の
事
の
如
し
。

〔
語
注
〕

○
王
蜀
　
五
代
十
国
期
の
王
朝
の
一
つ
、
前
蜀
（
八
九
一
～
九
二
五
）
の

こ
と
。
王
を
姓
と
す
る
の
で
、
王
蜀
と
い
う
。
西
川
節
度
使
王
建
が
東
川
、

山
南
西
道
、
荊
南
の
一
部
を
確
保
、
九
〇
七
年
の
唐
滅
亡
の
折
に
は
檄
を
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飛
ば
し
て
諸
勢
力
を
糾
合
し
よ
う
と
し
た
が
応
ず
る
者
無
く
、
自
ら
帝
位

に
つ
い
て
国
号
を
蜀
と
し
た
。
後
主
王
衍
の
時
、
後
唐
の
荘
宗
に
滅
ぼ
さ

れ
る
。
○
虁
州
　
州
の
名
。
現
在
の
重
慶
市
北
東
部
一
帯
。
○
大
昌
　
県

の
名
。
現
在
の
重
慶
市
巫
山
県
大
昌
鎮
。
○
鱗
鬣
　
う
ろ
こ
と
ひ
れ
。「
鬣
」

は
魚
や
竜
の
顎
の
横
に
あ
る
小
ひ
れ
。
○
秭
歸
　
現
在
の
湖
北
省
宜
昌
市

秭
帰
県
。
○
永
濟
　
河
北
省
邯
鄲
市
館
陶
県
付
近
。
○
井
鹵
槽
　「
鹵
」

は
岩
塩
、
井
塩
な
ど
、
海
以
外
か
ら
採
れ
る
塩
。
井
塩
を
作
る
た
め
に
塩

井
の
水
を
溜
め
る
貯
水
槽
の
こ
と
か
。
○
龍
之
爲
靈
瑞
也
負
圖
以
昇
天
　

伏
羲
の
時
、
黄
河
か
ら
出
た
竜
馬
の
背
に
易
の
卦
の
元
に
な
る
図
形
が
描

か
れ
て
い
た
と
い
う
。『
尚
書
』
顧
命
に
「
大
玉
、
夷
玉
、
天
球
、
河
圖
、

在
東
序
。」（
大
玉
、
夷
玉
、
天
球
、
河
図
、
東
序
に
在
り
。）
と
あ
り
、

孔
安
国
伝
に
「
伏
羲
氏
王
天
下
、
龍
馬
出
河
。
遂
則
其
文
、
以
畫
八
卦
。

謂
之
河
圖
。」（
伏
羲
氏
天
下
に
王
た
り
し
と
き
、
竜
馬
河
よ
り
出
づ
。

遂
に
其
の
文
に
則の
つ
と

り
、
以
て
八
卦
を
画
く
。
之
を
河
図
と
謂
ふ
。）
と
あ

る
。
○
雲
安
縣
　
県
の
名
。
現
在
の
重
慶
市
雲
陽
県
。
○
漢
成
宮
　「
漢

成
」
は
山
の
名
。
漢
城
山
と
も
い
う
。
現
在
の
重
慶
市
雲
陽
県
の
東
北
に

あ
る
。
こ
の
山
に
あ
る
廟
か
道
観
の
名
か
。
○
高
遇
　
未
詳
。
新
旧
『
五

代
史
』
に
も
見
え
な
い
。
○
醮
　
祭
壇
を
設
け
て
祀
る
こ
と
。
○
監
官
　

唐
代
、
国
子
監
の
祭
酒
、
司
業
、
丞
、
主
簿
の
総
称
。
○
李
德
符
　
未
詳
。

新
旧
『
五
代
史
』
に
も
見
え
な
い
。
○
夷
陵
　
県
の
名
。
現
在
の
湖
北
省

宜
昌
市
。
○
淸
江
　
川
の
名
。
夷
水
。
湖
北
省
南
西
部
を
流
れ
る
河
川
で
、

長
江
の
支
流
。
○
狼
山
潭
　
未
詳
。「
狼
山
」
は
「
康
狼
山
」
或
い
は
「
俍

山
」
に
同
じ
か
。
夷
水
は
こ
の
山
に
源
流
を
発
す
る
。『
水
経
注
』「
沔
水

注
」
に
「
夷
水
導
源
中
廬
縣
界
康
狼
山
、
山
與
荊
山
相
隣
。
其
水
東
南
流
、

歴
宜
城
西
山
。
謂
之
夷
溪
。」（
夷
水
は
源
を
中
廬
県
の
界
康
狼
山
に
導

き
、
山
と
荊
山
と
相
隣
る
。
其
の
水
東
南
流
し
、
宜
城
西
山
を
歴
。
之

を
夷
渓
と
謂
ふ
。）
と
あ
る
。
ま
た
『
水
経
注
』「
夷
水
注
」
に
「
夷
水
、

出
巴
郡
魚
復
縣
江
。
夷
水
、
即
俍
山
清
江
也
。」（
夷
水
、
巴
郡
魚
復
県
よ

り
出
づ
る
の
江
。
夷
水
、即
ち
俍
山
の
清
江
な
り
。）と
あ
る
。
○
李
務
　

未
詳
。
新
旧
『
五
代
史
』
に
も
見
え
な
い
。
○
遂
州
　
州
の
名
。
現
在

の
四
川
省
遂
寧
市
一
帯
。
○
高
棟
溪
潭
　
未
詳
。
○
『
北
夢
瑣
言
』　
二

十
巻
。
宋
の
孫
光
憲
の
撰
。
主
と
し
て
唐
末
、
五
代
の
軼
事
を
載
せ
て
い

る
。
北
夢
の
称
は
光
憲
が
初
め
高
季
興
に
従
っ
て
荊
州
の
雲
夢
沢
（
現
在

の
湖
北
省
雲
夢
県
一
帯
）の
北
に
い
た
の
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
の
話
は『
北

夢
瑣
言
』（
中
華
書
局
点
校
本
二
〇
〇
二
年
）
逸
文
巻
四
に
収
め
ら
れ
て

い
る
。

〔
訳
文
〕

　

前
蜀
の
時
、
虁
州
大
昌
の
塩
井
の
水
中
に
し
ば
し
ば
竜
が
現
れ
た
。
白

や
黄
色
を
し
て
お
り
、
鱗
も
鰭
も
光
り
輝
い
て
い
た
。
こ
れ
を
つ
つ
い
て

み
て
も
動
か
ず
、
泡
を
吐
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
当
地
の
人
は
不
思
議
な

も
の
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
近
隣
で
は
秭
帰
や
永
済
の
塩
井
の
貯
水
槽
で

も
竜
が
と
ぐ
ろ
を
巻
く
こ
と
が
あ
り
、
大
昌
の
も
の
と
同
様
で
あ
っ
た
。

物
知
り
な
人
が
言
う
に
は
「
神
霊
な
る
瑞
祥
と
し
て
の
竜
は
、
河
図
を
背

負
っ
て
天
に
昇
る
も
の
で
あ
る
。
今
塩
井
な
ど
に
現
れ
て
し
ま
っ
た
も
の

は
、
ど
う
し
て
雲
を
呼
ん
だ
り
雨
を
降
ら
せ
た
り
な
ど
で
き
よ
う
か
。」

と
の
こ
と
だ
っ
た
。



－ 36 －

　

雲
安
県
漢
成
宮
の
あ
る
山
の
頂
に
天
池
と
い
う
深
さ
七
、八
丈
（
一
丈

＝
三
．
一
一
ｍ
）
の
池
が
あ
り
、
そ
の
中
に
蜥
蜴
の
よ
う
な
も
の
が
居
た
。

長
さ
は
と
て
も
短
く
、
五
色
が
皆
備
わ
っ
て
お
り
、
水
面
を
泳
ぎ
回
っ
て

い
た
。
小
さ
い
竜
に
似
て
い
た
。
高
遇
と
い
う
人
物
が
刺
史
と
な
り
、
漢

成
宮
を
訪
れ
て
祭
礼
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
小
さ
い
竜
が
突
然
浮
か
ん

で
来
た
。
監
官
の
李
徳
符
に
「
こ
れ
は
い
か
な
る
祥
瑞
で
あ
ろ
う
か
。」

と
尋
ね
る
と
、
李
徳
符
は
「
私
が
こ
こ
で
生
ま
れ
育
っ
て
か
ら
、
漢
成
池

の
中
で
そ
ん
な
も
の
は
見
た
こ
と
が
無
い
。
そ
な
た
は
善
政
を
敷
く
こ
と

無
く
、
神
仏
に
お
も
ね
っ
て
い
た
の
に
、
こ
の
よ
う
な
も
の
が
現
れ
た
。

ど
う
し
て
そ
の
是
非
を
見
定
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。」
と
答
え
た
。

　

夷
陵
の
清
江
に
狼
山
潭
が
あ
り
、
そ
の
中
に
竜
が
い
る
。
土
地
の
豪
族

で
あ
る
李
務
は
そ
れ
に
祈
っ
て
お
仕
え
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
行
っ
て

み
る
と
、
錦
の
布
団
が
水
面
を
覆
っ
て
い
た
り
、
大
木
が
浮
か
ん
で
い
た

り
し
て
、
水
面
が
で
た
ら
め
に
塞
が
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
「
竜
巣
」
と
呼

ぶ
。
遂
州
の
高
棟
渓
潭
で
は
毎
年
竜
が
現
れ
る
が
、
狼
山
と
全
く
同
じ
で

あ
る
。

○
73
「
尹
皓
」

〔
本
文
〕

　

朱
梁
尹
皓
鎭
華
州
。
夏
將
半
、
出
城
巡
警
。
時
蒲
雍
各
有
兵
戈
相
持
故

也
。
因
下
馬
、
於
荒
地
中
得
一
物
如
石
、
又
如
卵
。
其
色
靑
黑
、
光
滑
可

愛
。
命
左
右
收
之
。
又
行
三
二
十
里
、
見
村
院
佛
堂
。（
堂
宇
原
闕
。
據

明
鈔
本
補
。）
遂
寘
於
像
前
。

　

其
夜
雷
霆
大
震
、
猛
雨
如
注
、
天
火
燒
佛
堂
。
而
不
損
佛
像
。
蓋
龍
卵

也
。
院
外
柳
樹
數
百
株
、
皆
倒
植
之
。
其
卵
已
失
。（
出
『
玉
堂
閑
話
』）

〔
訓
読
〕

　

朱
梁
の
尹
皓
華
州
に
鎮
た
り
。
夏
将
に
半
ば
な
ら
ん
と
す
る
に
、
城

よ
り
出
で
て
巡
警
す
。
時
に
蒲
雍
各お
の

お
の
兵
戈
有
り
て
相
持
す
る
が
故

な
り
。
因
り
て
馬
よ
り
下
る
に
、
荒
地
中
に
於
い
て
一
物
の
石
の
如
く
、

又
た
卵
の
如
き
を
得
た
り
。
其
の
色
青
黒
に
し
て
、
光
滑
愛
す
べ
し
。

左
右
に
命
じ
て
之
を
収
め
し
む
。
又
た
行
く
こ
と
三
二
十
里
に
し
て
、
村

院
の
仏
堂
を
見
る
。
遂
に
像
の
前
に
寘お

く
。

　

其
の
夜
雷
霆
大
い
に
震
ひ
、
猛
雨
注
ぐ
が
如
く
、
天
火
仏
堂
を
焼

く
。
而
る
に
仏
像
を
損
な
は
ず
。
蓋
し
竜
卵
な
ら
ん
。
院
外
の
柳
樹
数

百
株
、
皆
倒さ
か

し
ま
に
之
を
植
う
。
其
の
卵
已
に
失
ふ
。

〔
語
注
〕

○
朱
梁
　
五
代
最
初
の
王
朝
、
後
梁
（
九
〇
七
～
九
二
三
）
の
こ
と
。
朱

を
姓
と
す
る
の
で
、
朱
梁
と
い
う
。
軍
閥
の
首
領
朱
全
忠
が
九
〇
七
年
に

唐
の
昭
宣
帝
に
禅
譲
さ
せ
て
建
国
し
た
。
都
は
開
封
。
激
し
い
後
継
者
争

い
の
末
、
三
代
十
六
年
の
短
命
に
終
わ
っ
た
。
○
尹
皓
　
未
詳
。『
新
五

代
史
』『
旧
五
代
史
』
そ
れ
ぞ
れ
数
箇
所
、
後
梁
の
武
将
と
し
て
そ
の
名

が
見
え
る
。『
旧
五
代
史
』
巻
九
「
梁
書
・
末
帝
紀
」
の
貞
明
五
年
（
九

一
九
）
の
記
事
に
は
「
三
月
己
卯
、
以
華
州
感
化
軍
留
後
尹
皓
爲
華
州
節

度
使
、
加
檢
校
太
保
、
同
平
章
事
。」（
三
月
己
卯
、
華
州
感
化
軍
留
後
尹

皓
を
以
て
華
州
節
度
使
と
為
し
、
検
校
太
保
、
同
平
章
事
を
加
ふ
。）
と

あ
る
の
で
、
こ
の
話
は
そ
れ
以
降
の
こ
と
か
。
○
華
州
　
現
在
の
西
安
市
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附
近
。
○
時
蒲
雍
各
有
兵
戈
相
持
故
也
　
蒲
は
蒲
州
、
現
在
の
山
西
省
蒲

州
県
附
近
。
古
来
、
河
北
が
南
北
に
分
裂
し
た
際
に
は
必
ず
争
奪
の
的
と

な
り
、
長
安
に
根
拠
を
置
い
た
者
は
ま
ず
こ
れ
を
確
保
し
て
、
山
西
か
ら

の
圧
力
に
対
抗
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
雍
は
唐
の
京
兆
府
、
長
安

の
こ
と
。
現
在
の
陝
西
省
西
安
市
附
近
。
当
時
は
後
梁
と
李
克
用
の
長
子

李
存
勗
（
後
の
後
唐
の
荘
宗
）
の
晋
が
熾
烈
な
領
土
争
い
を
繰
り
広
げ
て

い
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
こ
と
を
言
う
か
。
○
『
玉
堂
閑
話
』　
五
代
の
小

説
集
。
作
者
は
後
周
の
王
仁
裕
ま
た
は
范
質
と
す
る
二
説
が
あ
る
。
原
書

は
す
で
に
佚
し
て
伝
わ
ら
な
い
が
、
そ
の
内
容
は
『
太
平
広
記
』
に
百
六

十
一
条
引
用
さ
れ
て
い
る
。

〔
訳
文
〕

　

後
梁
の
尹
皓
が
華
州
を
治
め
て
い
た
頃
の
こ
と
。
夏
が
半
ば
を
過
ぎ
よ

う
と
す
る
頃
、
城
を
出
て
見
回
り
を
し
て
い
た
。
当
時
蒲
州
と
雍
州
で
は

そ
れ
ぞ
れ
軍
備
を
整
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
馬
か
ら
下
り
る
と
、

荒
地
で
石
の
よ
う
な
、
卵
の
よ
う
な
物
を
見
つ
け
た
。
そ
の
色
は
青
黒
く
、

つ
や
つ
や
と
し
て
心
引
か
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
従
者
に
命
じ
て
拾

わ
せ
た
。
さ
ら
に
二
、
三
十
里
（
一
里
＝
五
五
九
．
八
ｍ
）
行
く
と
、
村

の
寺
の
仏
堂
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
拾
っ
た
物
を
仏
像
の
前
に
置
い
た
。

　

そ
の
夜
雷
が
鳴
り
響
き
、
水
を
注
ぎ
か
け
る
よ
う
な
雨
が
降
り
注
ぎ
、

天
よ
り
降
っ
た
火
が
仏
堂
を
焼
い
た
。
し
か
し
仏
像
は
無
事
だ
っ
た
。
お

そ
ら
く
先
の
も
の
は
竜
の
卵
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
寺
の
外
の
柳
数
百
株

は
、
皆
ひ
っ
く
り
返
っ
て
い
た
。
そ
の
卵
は
も
う
無
く
な
っ
て
い
た
。（

続
）

元
原
稿
製
作
者
・
編
集
担
当
者

　

◎
○
屋
敷　

信
晴　
　
　

項　

青　
　
　
　

○
福
本　

睦
美

　
　
　

西
田　

則
子　
　
　

山
下　

宣
彦　
　
　

山
田　

尚
子

　
　
　

平
山　

千
加
子　
　

寺
岡　

真
佐
子　
　

椎
原　

誠　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
○
は
編
集
担
当
者
、
◎
は
編
集
責
任
者
）
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